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㸯㸬地域福祉活動ィ⏬の㊃᪨と⫼ᬒ

平㸯）地域福祉活動ィ⏬とࡣ

地域福祉活動ィ⏬ࠕࡣㄡもがᏳ心して暮らし続けられる福祉のまちづくり平㸻地域福

祉）ࠖ を目ᣦし、社会福祉協議会が地域住民や福祉関係機関・団体等に࿧ࡧ᥃けて、地

域住民一人ひとりが地域福祉の担い手として主体的に様ࠎな地域福祉活動をᒎ開する

ことにより地域福祉のᐇ⌧を図ࢁうとする民㛫の⾜動・活動ィ⏬です。

平㸰）㊃᪨と⫼ᬒ

ᙜᕷに࠾いてもᑡᏊ㧗㱋化やᛴ㏿な人ཱྀῶᑡが㐍ࡴ୰、地域コ࣑ࣗࢽティやಶ人・ᐙ

ᗞがᢪえる福祉ㄢ㢟ࡣ多様化・」㞧化しています。

生活上のᅔ㞴をᢪえていても既存のไᗘの対㇟になりにくいࢣーࢫや、児童・㞀がい・

㧗㱋といった分㔝ࡈとの支援ไᗘでࡣ༑分な支援ができないࢣーࢫも見ཷけられます。

そうしたㄢ㢟のゎỴのためにࡣ、⾜ᨻの役割平බ助）ࡔけでࡣなく、福祉関係機関・

団体やボランティア、そして地域住民一人ひとりがࠕᡃが事ࠖとして地域のㄢ㢟を⌮ゎ

しྜい、つながり、地域参加していく役割平共助・஫助）が኱ษです。

地域福祉活動ィ⏬ࡣ地域がᢪえているㄢ㢟を皆さんと共᭷し、取り組みの方㔪をᐃめ、

活動参加を࿧ࡧ᥃けるためのᇶ┙となるものです。

̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿

社会福祉法 ➨ 4᮲平地域福祉の᥎㐍）

地域住民、社会福祉を目的とする事業を⤒Ⴀする⪅及ࡧ社会福祉に関する活動を⾜う⪅

をᚲせとする地域住民が地域社会をᵓ する一員としࢫࣅーࢧ஫に協力し、福祉┦、ࡣ

て᪥ᖖ生活をႠみ、社会、⤒῭、ᩥ化その௚࠶らࡺる分㔝の活動に参加する機会が୚え

られるように、地域福祉の᥎㐍に努めなけれࡤならない。

̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿———

 はじめに

　地域住民、関係機関・団体の皆様におかれましては、日頃より当会事業の運営にあた

りまして格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

　近年、超少子高齢化の進展や人口減少により、社会構造は大きく変化しております。

また、東日本大震災や新型コロナウィルス感染症の影響により、家族や地域で支え合う

力が弱体化し、住民相互の繋がりも希薄化する中で、社会的孤立、生活困窮、ひきこも

りなど地域住民が抱える課題が顕在化しています。

　こうした中、誰もが住み慣れた地域で安心して健やかに暮らしていくためには、行政・

地域住民・福祉事業関係者・ボランティアなどによる地域福祉活動を推進することが重

要です。　

　地域福祉活動を推進させるため、2017（平成 29）年に策定した「釜石市地域福祉活

動計画」では、「つながる釜石　豊かさ育む　福祉コミュニティの創造」という基本理

念を掲げ、釜石市社会福祉協議会は地域の皆様や関係機関・団体と共に様々な取り組み

を進めてまいりました。

　この度、新たに「第 3期釜石市地域福祉活動計画」を策定するにあたり、まず第 2

期活動計画における中間評価を担ってくださった委員の皆様に活動計画の最終評価を

行っていただき、成果と課題を総括しました。その後、最終評価を踏まえて分科会を開

催し、関係者の皆様と、今後さらに強化すべき活動について具体的な協議を重ねてまい

りました。

　本計画の推進にあたりましては、基本理念の実現のために、引き続き皆様のご理解、

ご協力をいただきますようお願いを申し上げます。

　結びに、本計画の策定にご尽力賜りました第 3期釜石市地域福祉活動計画策定委員の

皆さまをはじめ、貴重なご意見やご協力をいただいた多くの市民、関係機関・団体の皆

様に心からお礼申し上げご挨拶と致します。

令和 8年 3月

社会福祉法人釜石市社会福祉協議会

会　長　清野　信雄

1

はじめに
        

社会福祉法人釜石市社会福祉協議会

                    会 長 清野 信雄

地域住民、関係機関・団体の皆様におかれましては、日頃より当会事業の運営にあた

りまして格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

近年、超少子高齢化の進展や人口減少により、社会構造は大きく変化しております。

また、東日本大震災や新型コロナウィルス感染症の影響により、家族や地域で支え合う

力が弱体化し、住民相互の繋がりも希薄化する中で、社会的孤立、生活困窮、ひきこも

りなど地域住民が抱える課題が顕在化しています。

こうした中、誰もが住み慣れた地域で安心して健やかに暮らしていくためには、行政・

地域住民・福祉事業関係者・ボランティアなどによる地域福祉活動を推進することが重

要です。

地域福祉活動を推進させるため、2017（平成 29）年に策定した「釜石市地域福祉活動

計画」では、「つながる釜石 豊かさ育む 福祉コミュニティの創造」という基本理念

を掲げ、釜石市社会福祉協議会は地域の皆様や関係機関・団体と共に様々な取り組みを

進めてまいりました。

この度、新たに「第 3期釜石市地域福祉活動計画」を策定するにあたり、まず第 2期

活動計画における中間評価を担ってくださった委員の皆様に活動計画の最終評価を行

っていただき、 果と課題を総括しました。その後、最終評価を踏まえて分科会を開催

し、関係者の皆様と、今後さらに強化すべき活動について具体的な協議を重ねてまいり

ました。

本計画の推進にあたりましては、基本理念の実現のために、引き続き皆様のご理解、

ご協力をいただきますようお願いを申し上げます。

結びに、本計画の策定にご尽力賜りました第 3期釜石市地域福祉活動計画策定委員の

皆さまをはじめ、貴重なご意見やご協力をいただいた多くの市民、関係機関・団体の皆

様に心からお礼申し上げご挨拶と致します。

令和 8年 3月



2

௧࿴ 8ᖺ 3᭶

目ḟ

➨㸯❶ 地域福祉活動ィ⏬とࡣ

㸯㸬地域福祉活動ィ⏬の㊃᪨と⫼ᬒ（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

㸰㸬社会福祉協議会の役割（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

㸱㸬地域福祉活動ィ⏬と地域福祉ィ⏬の関係性（・・・・・・・・・・・・・・・・・㸵

４㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬の期㛫（・・・・・・・・・・・・・・・・・・（・㸶

５㸬ィ⏬の㐍⾜⟶⌮平୰㛫ホ౯）について（・・・・・・・・・・・・・・・・・・（・㸶

➨㸰❶ 地域福祉活動ィ⏬のᇶᮏ⌮ᛕとᇶᮏ目標

㸯㸬ᇶᮏ⌮ᛕ（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸮

㸰㸬ᇶᮏ目標について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸯

㸱㸬ᇶᮏ目標㸯（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸰

４㸬ᇶᮏ目標㸰（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸴

５㸬ᇶᮏ目標㸱（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸮

㸴㸬ᇶᮏ目標４（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸱

㸵㸬㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬との対↷について・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸴

➨㸱❶ ィ⏬⟇ᐃに向けたㄪᰝ⤖ᯝ

㸯㸬➨㸰期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬に対する᭱⤊ホ౯（・・・・・・・・・（・（・・・㸰㸶

㸰㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃに向けた㉁的ㄪᰝ平分⛉会）（・・（・・（・・（・５４

➨４❶ 参考資ᩱ

㸯㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃ委員会（・・・・・・・・・・・・・・・・５㸷

㸰㸬ᮏィ⏬⟇ᐃまでの⤒㐣（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸴㸮

㸱㸬⏝ㄒゎㄝ（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸴㸰

目 次

第１章　地域福祉活動計画とは

１．地域福祉活動計画の趣旨と背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

２．社会福祉協議会の役割・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

３．地域福祉活動計画と地域福祉計画の関係性・・・・・・・・・・・・・・・・・７

４．第３期釜石市地域福祉活動計画の期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

５．計画の進行管理（中間評価）について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

第２章　地域福祉活動計画の基本理念と基本目標

１．基本理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

２．基本目標について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

３．基本目標１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２

４．基本目標２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６

５．基本目標３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０

６．基本目標４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３

７．釜石市地域福祉計画との対照について・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６

第３章　計画策定に向けた調査結果

１．第２期釜石市地域福祉活動計画に対する最終評価・・・・・・・・・・・・・２８

２．第３期釜石市地域福祉活動計画策定に向けた質的調査（分科会）・・・・・・５４

第４章　参考資料

１．第３期釜石市地域福祉活動計画策定委員会・・・・・・・・・・・・・・・・５９

２．本計画策定までの経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６０

３．用語解説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２



3

第 1 章

地域福祉活動計画と֮

2

௧࿴ 8ᖺ 3᭶

目ḟ

➨㸯❶ 地域福祉活動ィ⏬とࡣ

㸯㸬地域福祉活動ィ⏬の㊃᪨と⫼ᬒ（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

㸰㸬社会福祉協議会の役割（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

㸱㸬地域福祉活動ィ⏬と地域福祉ィ⏬の関係性（・・・・・・・・・・・・・・・・・㸵

４㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬の期㛫（・・・・・・・・・・・・・・・・・・（・㸶

５㸬ィ⏬の㐍⾜⟶⌮平୰㛫ホ౯）について（・・・・・・・・・・・・・・・・・・（・㸶

➨㸰❶ 地域福祉活動ィ⏬のᇶᮏ⌮ᛕとᇶᮏ目標

㸯㸬ᇶᮏ⌮ᛕ（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸮

㸰㸬ᇶᮏ目標について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸯

㸱㸬ᇶᮏ目標㸯（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸰

４㸬ᇶᮏ目標㸰（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸯㸴

５㸬ᇶᮏ目標㸱（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸮

㸴㸬ᇶᮏ目標４（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸱

㸵㸬㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬との対↷について・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸰㸴

➨㸱❶ ィ⏬⟇ᐃに向けたㄪᰝ⤖ᯝ

㸯㸬➨㸰期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬に対する᭱⤊ホ౯（・・・・・・・・・（・（・・・㸰㸶

㸰㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃに向けた㉁的ㄪᰝ平分⛉会）（・・（・・（・・（・５４

➨４❶ 参考資ᩱ

㸯㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃ委員会（・・・・・・・・・・・・・・・・５㸷

㸰㸬ᮏィ⏬⟇ᐃまでの⤒㐣（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸴㸮

㸱㸬⏝ㄒゎㄝ（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・㸴㸰

第1章
地域福祉活動計画とは



4 

１１．．地地域域福福祉祉活活動動計計画画のの趣趣旨旨とと背背景景  

 

平平１１））地地域域福福祉祉活活動動計計画画ととはは  

 地域福祉活動計画は「誰もが安心して暮らし続けられる福祉のまちづくり平＝地域福

祉）」を目指し、社会福祉協議会が地域住民や福祉関係機関・団体等に呼び掛けて、地

域住民一人ひとりが地域福祉の担い手として主体的に様々な地域福祉活動を展開する

ことにより地域福祉の実現を図ろうとする民間の行動・活動計画です。  

 

平平２２））趣趣旨旨とと背背景景  

 当市においても少子高齢化や急速な人口減少が進む中、地域コミュニティや個人・家

庭が抱える福祉課題は多様化・複雑化しています。 

 生活上の困難を抱えていても既存の制度の対象になりにくいケースや、児童・障がい・

高齢といった分野ごとの支援制度では十分な支援ができないケースも見受けられます。 

 そうした課題の解決のためには、行政の役割平公助）だけではなく、福祉関係機関・

団体やボランティア、そして地域住民一人ひとりが「我が事」として地域の課題を理解

し合い、つながり、地域参加していく役割平共助・互助）が大切です。 

 地域福祉活動計画は地域が抱えている課題を皆さんと共有し、取り組みの方針を定め、

活動参加を呼び掛けるための基盤となるものです。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

社会福祉法 第 4条平地域福祉の推進） 

地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者

は、相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構 する一員とし

て日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が与え

られるように、地域福祉の推進に努めなければならない。 

――――――――――――――――――――――――――――――――——— 
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４４．．第第３３期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画のの期期間間  

本計画の期間は令和 8 年度～令和 12 年度の 5か年とします。 

令和 10 年度に本計画の中間評価を行い、社会状況の変化など必要に応じて見直しを

行います。 

令和 12 年度に本計画の最終評価と第 4 期釜石市地域福祉活動計画策定に向けた取り

組みを行います。 

今期から釜石市が策定する地域福祉計画と計画の期間を重ねることができ、連携した

展開を図ります。 

 

 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 

第 3 期 

釜石市地域福祉活動計画 

  中間評価  最終評価 

第 2 期 

釜石市地域福祉計画 

     

 

５５．．計計画画のの進進行行管管理理平平中中間間評評価価））ににつついいてて  

①中間評価委員会の設置 

 本計画の進捗状況の把握と見直しのため、令和 10 年度に中間評価委員会を設置しま

す。本計画の策定に携わった策定委員および地域福祉活動の実践者など関係者から選定

します。 

 

②中間評価の方法について 

 基本目標の中で検討している評価方法に基づいて中間評価委員および関係者への意

見聴取を行い、本計画の進捗状況の把握と見直しを図ります。 
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２２．．社社会会福福祉祉協協議議会会のの役役割割  

平平１１））社社会会福福祉祉協協議議会会ととはは  

「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり平地域福祉）」を推進することを目的と

して設立された社会福祉法人です。社会福祉法第 109条により全ての市区町村に設置さ

れています。 

社会福祉法第 4条に規定する地域福祉の推進を目指し、地域住民や福祉関係機関・団

体など多様な主体が互いに協力し、支え合いの地域づくりを進めていくために、社会福

祉協議会はその中核となり様々な取り組みを行っています。 

 

平平２２））社社会会福福祉祉協協議議会会とと地地域域福福祉祉活活動動計計画画  

 地域福祉活動計画は地域福祉活動を推進するために社会福祉協議会が呼び掛けて、地

域住民や関係機関・団体などの協力を得て策定することが一般的です。 

 地域福祉活動計画の策定に向けて、社会福祉協議会が中心となって、地域住民や関係

者の取り組みや抱えている課題を把握して、福祉課題の解決に向けて今後推進していく

必要のある活動をまとめます。 

 計画策定後は計画に基づいた活動を地域住民や関係機関・団体に働きかけて展開して

いきます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

社会福祉法第 109条 平市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会） 

市町村社会福祉協議会は、一又は同一都道府県内の二以上の市町村の区域内において

次に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であっ

て、その区域内における社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する

活動を行う者が参加し、かつ、指定都市にあってはその区域内における地区社会福祉協

議会の過半数及び社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半数が、指定都市以

外の市及び町村にあってはその区域内における社会福祉事業又は更生保護事業を経営

する者の過半数が参加するものとする。 

1 社会福祉を目的とする事業の企画及び実施 

2 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 

3 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助  

4 前 3 号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために

必要な事業 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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㔩▼ᕷ社会福祉協議会が⾜う事業平一㒊）

生活支援コーディネーター平p63）

ࠗ┦ㄯ支援事業࠘

ࠗボランティア活動の᣺⯆࠘ ࠗ児童㤋(p63)・学童育 ࢡラࣈの㐠Ⴀ࠘ࠗ福祉教育事業࠘

地域のࡩれ࠶いのሙづくり 赤い羽根共同募金㐠動

ࠗ多様な関係機関との連携・協ാ࠘ ࠗ生活ᅔ❓⪅への支援࠘

生活支援コーディネーター（p63）

『ボランティア活動の振興』

『相談支援事業』 『多様な関係機関との連携・協働』

地域のふれあいの場づくり

『福祉教育事業』

『生活困窮者への支援』

赤い羽根共同募金運動

『児童館(p63)・学童育成クラブの運営』
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㸱㸬地域福祉活動ィ⏬と地域福祉ィ⏬の関係性

㔩▼ᕷでࡣ、社会福祉法➨ 107᮲につᐃされているࠕ地域福祉ィ⏬ࠖが௧࿴ 3ᖺᗘに

⟇ᐃ、᪋⾜されています。平➨ 1期ィ⏬㸸௧࿴ 3ᖺᗘ㹼௧࿴ 7ᖺᗘ）

このィ⏬ࡣ地域福祉᥎㐍のための⾜ᨻの᪋⟇や௙組みづくりをᐃめ、まちづくりと一

体的に᥎㐍していくために⟇ᐃされているものです。

㔩▼ᕷが⟇ᐃする地域福祉ィ⏬と、民㛫によるᮏ活動ィ⏬ࡣ┦஫に連携する関係性に

なっています。௧࿴ 8ᖺᗘから➨ 2期㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬が⟇ᐃ・᪋⾜平௧࿴ 8ᖺᗘ㹼

௧࿴ 12 ᖺᗘ）されますが、཮方のィ⏬に࠾いて㔜Ⅼ目標平p12）やィ⏬期㛫平p28）の

ᩚྜ性を図っています。

̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿

社会福祉法➨ 107᮲ 平ᕷ町ᮧ地域福祉ィ⏬）

ᕷ町ᮧࡣ、地域福祉の᥎㐍に関する事㡯としてḟにᥖげる事㡯を一体的にᐃめるィ⏬

平௨ୗࠕᕷ町ᮧ地域福祉ィ⏬ࠖという。）を⟇ᐃするよう努めるものとする。

1 地域に࠾ける㧗㱋⪅の福祉、㞀ᐖ⪅の福祉、児童の福祉その௚の福祉に関し、共通

して取り組࡭ࡴき事㡯

2  地域に࠾ける福祉ࢧーࢫࣅの㐺ษな฼⏝の᥎㐍に関する事㡯

3  地域に࠾ける社会福祉を目的とする事業の೺඲な発達に関する事㡯

4  地域福祉に関する活動への住民の参加のಁ㐍に関する事㡯

5  地域生活ㄢ㢟のゎỴに資する支援がໟᣓ的に提供される体ไのᩚഛに関する事㡯

̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿

地域福祉

ィ⏬

・㔩▼ᕷが⟇ᐃ

・地域福祉を᥎㐍するための⾜ᨻの方㔪や᪋⟇をᐃめる

地域福祉

活動ィ⏬

・社会福祉協議会、地域住民、関係機関が協ാして⟇ᐃ

・地域で取組ࡴ地域福祉活動をまとめた民㛫の活動やᚲせな支援を

ᐃめる

連携 地域福祉のᐇ⌧地域福祉の実現

地域福祉
計画

地域福祉
活動計画

連携

・社会福祉協議会、地域住民、関係機関が協働して策定
・地域で取組む地域福祉活動をまとめた民間の活動や必
要な支援を定める

・釜石市が策定
・地域福祉を推進するための行政の方針や施策を定める
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４㸬➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬の期㛫

ᮏィ⏬の期㛫ࡣ௧࿴ 8ᖺᗘ㹼௧࿴ 12ᖺᗘの 5かᖺとします。

௧࿴ 10 ᖺᗘにᮏィ⏬の୰㛫ホ౯を⾜い、社会≧ἣのኚ化などᚲせにᛂじて見直しを

⾜います。

௧࿴ 12ᖺᗘにᮏィ⏬の᭱⤊ホ౯と➨ 4期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃに向けた取り

組みを⾜います。

௒期から㔩▼ᕷが⟇ᐃする地域福祉ィ⏬とィ⏬の期㛫を㔜ࡡることができ、連携した

ᒎ開を図ります。

௧࿴ 8ᖺᗘ ௧࿴ 9ᖺᗘ ௧࿴ 10ᖺᗘ ௧࿴ 11ᖺᗘ ௧࿴ 12ᖺᗘ

➨ 3期

㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬

୰㛫ホ౯ ᭱⤊ホ౯

➨ 2期

㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬

５㸬ィ⏬の㐍⾜⟶⌮平୰㛫ホ౯）について

①୰㛫ホ౯委員会のタ⨨

ᮏィ⏬の㐍ᤖ≧ἣのᢕᥱと見直しのため、௧࿴ 10 ᖺᗘに୰㛫ホ౯委員会をタ⨨しま

す。ᮏィ⏬の⟇ᐃに携ࢃった⟇ᐃ委員࠾よࡧ地域福祉活動のᐇ㊶⪅など関係⪅から㑅ᐃ

します。

②୰㛫ホ౯の方法について

ᇶᮏ目標の୰で᳨ウしているホ౯方法にᇶづいて୰㛫ホ౯委員࠾よࡧ関係⪅への意

見⫈取を⾜い、ᮏィ⏬の㐍ᤖ≧ἣのᢕᥱと見直しを図ります。

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 令和 12年度

第 3期
釜石市地域福祉活動計画

中間評価 最終評価

第 2期
釜石市地域福祉計画
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㸱㸬ᇶᮏ目標㸯

担い手とᒃሙᡤの☜ಖ、඘ᐇ 㹼“みんな”が地域に関ࢃる環境づくり㹼

平㸯）⫼ᬒと主な地域福祉ㄢ㢟平➨㸰期地域福祉活動ィ⏬の取り組みを⤒て）

人ཱྀῶᑡ、㧗㱋化、地域のつながりのᕼⷧ化により、町内会自治会、ボランティア等、

様ࠎな住民活動に࠾いて（ࠕ担い手୙㊊、ᚋ継⪅が見つからないࠖというኌがᣲがってい

ます。これをゎᾘするため、住民等に広く活動への参加を࿧ࡧ᥃けていくための情報発

信力の強化、また、既存の活動を見直し持続ྍ⬟なᅾり方をᶍ⣴していくことがㄢ㢟と

考えられます。

㏆ᖺ、100ṓ体᧯（平p65）やࣟࢧン活動(p62)、こども㣗ᇽ(p62)やᙜ事⪅会（・ᐙ᪘会(p64)と࿧ࡤ

れる多様な取り組みが増えてきていますが、参加⪅のᅛᐃ化、⏨性の参加がᑡないこと、

団体㐠Ⴀのᝎみなど様ࠎなㄢ㢟もᣲがっています。一人ひとりが地域活動に参加するこ

とにより、㊃࿡や生きがいとなるᒃሙᡤ、自分にとってᏳ心できるᒃሙᡤが࠶ることが

኱ษです。そのような地域での活動が広まっていくこと、その活動の担い手を支えるこ

とが㔜せです。

平㸰）これまでの取り組み・ ᯝ

・社会福祉協議会でࡣ生活支援コーディネーターの活動やボランティアセンター(p65)事

業を通じて、住民活動の担い手への࢛ࣟࣇーや᪂しい活動の立ち上げ、㐠Ⴀ支援に取

り組みました。

平例）地域で⾜ࢃれる住民主体の介護予防活動（平通ᡤᆺࢧーࢫࣅ㹀(p64)、100ṓ体᧯、

ン活動など）の立ち上げ（・㐠Ⴀ支援、ボランティア団体等の活動支援平ボࣟࢧ

ランティア募集や活動 PR、赤い羽根共同募金による助 など）

・福祉的なㄢ㢟をᢪえた方が࠾஫いにẼ持ちを分かちྜえるᙜ事⪅会（・ᐙ᪘会やࢳー࣒࢜ࣞ

ンࢪ平ㄆ▱⑕支援）(p64)といった地域の支えྜい（・普及啓発の取り組みが生まれています。

平㸱）ᮏィ⏬に࠾ける㔜Ⅼ目標

①“みんな”が参加しやすい環境づくり

町内会や民生委員、ボランティアなど様ࠎな活動の意義を多くの人に広めていきます。

また、既存の活動を見直し、持続ྍ⬟なᅾり方、ḟ世代が参加しやすい活動のᅾり方を

෌考していきましょう。

②分㔝・団体を越えた連携による地域住民の集いのሙ・ᒃሙᡤづくりの活性化

住民が集い活動するሙࡣ多✀多様ですが、参加⪅のᅛᐃ化、情報発信、活動継続の୙

Ᏻなど共通のㄢ㢟をᢪえていることから、分㔝・団体を越えてつながることで担い手の

9

第２章

地域福祉活動計画の

基本理念と基本目標

第２章
地域福祉活動計画の
基本理念と基本目標
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１１．．基基本本理理念念  

 

 東日本大震災からの復興への歩みの中で、私たちは人々のつながりが持つチカラを再

認識してきました。 

 少子高齢化や人口減少が進み、多様化・複雑化する福祉課題に向き合い、地域共生社

会の実現を目指していくためには、人と人、関係機関等が様々な形でつながり、協働し

ていくことが重要と考えています。 

 そうした連携・協働を生み出し、人々が支え合い豊かな福祉コミュニティを創造して

いきたいという想いから「つながる釜石 豊かさ育む 福祉コミュニティの創造」を基

本理念に掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『『福福祉祉ココミミュュニニテティィととはは』』  

「支える側」、「支えられる側」という壁を越えて、誰もが地域の一員として地域内の

社会生活について関心を持ち、お互いに受容しあい、自らの積極的な参加が図られる

ことで、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進していく共同体を指します。 

10 

１１．．基基本本理理念念  
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『『福福祉祉ココミミュュニニテティィととはは』』  

「支える側」、「支えられる側」という壁を越えて、誰もが地域の一員として地域内の

社会生活について関心を持ち、お互いに受容しあい、自らの積極的な参加が図られる

ことで、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進していく共同体を指します。 
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２２．．基基本本目目標標ににつついいてて 

 本計画の基本目標を以下のように設定します。 

 

基基本本目目標標１１  担担いい手手とと居居場場所所のの確確保保、、充充実実  

～～““みみんんなな””がが地地域域にに関関わわるる環環境境づづくくりり～～  

 人口減少、少子高齢化が進む中で地域コミュニティを維持するためには一人一人がで

きることを大切にしながら地域に関わっていくことが大切です。また、社会とのつなが

り、活動への参加は自分自身の心身の健康のためにも大切なことです。地域活動に広く

参加を呼び掛けていくための情報発信の在り方や既存の活動内容を見直し、持続可能な

在り方を模索していきましょう。 

 

基基本本目目標標２２  福福祉祉教教育育・・地地域域交交流流・・ボボラランンテティィアア活活動動のの活活性性化化  

～～地地域域やや暮暮ららししにに関関心心をを向向けけ、、支支ええ合合いいのの輪輪をを広広げげるる人人づづくくりり～～  

地域住民が抱える生活課題は多様化・複雑化している中、住民相互の支え合いの仕組

みづくりを進めていくことが必要と考えています。子どもたちとの関わりを通じて、親

世代、地域住民への発信、子どもたちと地域住民がともにふれあい、学ぶ機会（平福祉教

育・福祉啓発）を展開していきましょう。 

 

基基本本目目標標３３  分分野野・・領領域域をを越越ええたた相相談談支支援援体体制制のの整整備備～～連連携携構構築築とと周周知知啓啓発発～～  

ライフステージの変化や複合課題による支援の切れ目がないよう分野・領域を越えた

関係者のネットワークづくりを進めていきましょう。また、相談窓口の周知啓発は悩み

を抱えた方が相談につながることだけでなく、支援者同士の円滑な連携・支援に繋げる

ために重要です。 

 

基基本本目目標標４４  地地域域のの見見守守りりとと災災害害へへのの備備ええ～～安安心心ししてて暮暮ららせせるる地地域域づづくくりり～～  

住民同士の緩やかな見守りや挨拶、日頃の関わり等のつながりが、問題が生じた際の

早期相談・対応につながります。 

また、当市は地形上、市内全域で様々な自然災害が発生するリスクを抱えています。

地域が一体となった災害への備えが必要です。 

一人一人が地域に関心を向けて関わり合い、安心して暮らせる地域を目指しましょう。 
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 少子高齢化や人口減少が進み、多様化・複雑化する福祉課題に向き合い、地域共生社

会の実現を目指していくためには、人と人、関係機関等が様々な形でつながり、協働し

ていくことが重要と考えています。 

 そうした連携・協働を生み出し、人々が支え合い豊かな福祉コミュニティを創造して

いきたいという想いから「つながる釜石 豊かさ育む 福祉コミュニティの創造」を基

本理念に掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『『福福祉祉ココミミュュニニテティィととはは』』  

「支える側」、「支えられる側」という壁を越えて、誰もが地域の一員として地域内の

社会生活について関心を持ち、お互いに受容しあい、自らの積極的な参加が図られる

ことで、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進していく共同体を指します。 



12 

３３．．基基本本目目標標１１  

担担いい手手とと居居場場所所のの確確保保、、充充実実  ～～““みみんんなな””がが地地域域にに関関わわるる環環境境づづくくりり～～  

 

平平１１））背背景景とと主主なな地地域域福福祉祉課課題題平平第第２２期期地地域域福福祉祉活活動動計計画画のの取取りり組組みみをを経経てて））  

人口減少、高齢化、地域のつながりの希薄化により、町内会自治会、ボランティア等、

様々な住民活動において（「担い手不足、後継者が見つからない」という声が挙がってい

ます。これを解消するため、住民等に広く活動への参加を呼び掛けていくための情報発

信力の強化、また、既存の活動を見直し持続可能な在り方を模索していくことが課題と

考えられます。 

近年、100歳体操（平p65）やサロン活動(p62)、こども食堂(p62)や当事者会（・家族会(p64)と呼ば

れる多様な取り組みが増えてきていますが、参加者の固定化、男性の参加が少ないこと、

団体運営の悩みなど様々な課題も挙がっています。一人ひとりが地域活動に参加するこ

とにより、趣味や生きがいとなる居場所、自分にとって安心できる居場所があることが

大切です。そのような地域での活動が広まっていくこと、その活動の担い手を支えるこ

とが重要です。 

 

平平２２））ここれれままででのの取取りり組組みみ・・  果果  

・社会福祉協議会では生活支援コーディネーターの活動やボランティアセンター(p65)事

業を通じて、住民活動の担い手へのフォローや新しい活動の立ち上げ、運営支援に取

り組みました。 

平例）地域で行われる住民主体の介護予防活動（平通所型サービスＢ(p64)、100歳体操、

サロン活動など）の立ち上げ（・運営支援、ボランティア団体等の活動支援平ボ

ランティア募集や活動 PR、赤い羽根共同募金による助 など） 

・福祉的な課題を抱えた方がお互いに気持ちを分かち合える当事者会（・家族会やチームオレ

ンジ平認知症支援）(p64)といった地域の支え合い（・普及啓発の取り組みが生まれています。 

 

平平３３））本本計計画画ににおおけけるる重重点点目目標標  

①①““みみんんなな””がが参参加加ししややすすいい環環境境づづくくりり 

町内会や民生委員、ボランティアなど様々な活動の意義を多くの人に広めていきます。

また、既存の活動を見直し、持続可能な在り方、次世代が参加しやすい活動の在り方を

再考していきましょう。 

 

②②分分野野・・団団体体をを越越ええたた連連携携にによよるる地地域域住住民民のの集集いいのの場場・・居居場場所所づづくくりりのの活活性性化化  

住民が集い活動する場は多種多様ですが、参加者の固定化、情報発信、活動継続の不

安など共通の課題を抱えていることから、分野・団体を越えてつながることで担い手の
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４４．．基基本本目目標標２２  

福福祉祉教教育育・・地地域域交交流流・・ボボラランンテティィアア活活動動のの活活性性化化  

～～地地域域やや暮暮ららししにに関関心心をを向向けけ、、支支ええ合合いいのの輪輪をを広広げげるる人人づづくくりり～～  

 

平平１１））背背景景とと主主なな地地域域福福祉祉課課題題平平第第２２期期地地域域福福祉祉活活動動計計画画のの取取りり組組みみをを経経てて））  

福祉教育の取り組みは社会福祉法人が小中高等学校と連携・協働して取り組み、主と

して児童・生徒を対象に、体験学習を通じて人間の多様性の理解、他人への思いやり、

助け合いの大切さについて考え、福祉の心を育む活動として続けられてきました。 

しかし、コロナ禍や関係機関・学校の体制の変化などが影響し、学校と地域や社会福

祉法人等との関わりが難しくなっている地域もあり、取り組み状況に差が生まれていま

す。 

また、福祉教育やボランティア活動の質の向上を図るために、これらに携わる関係者

が継続的に学校と関わることができる体制づくりにより、「関係者同士の情報交換の機

会があると良い」という声が挙げられています。 

地域住民が抱える生活課題が多様化・複雑化している中、住民相互の支え合いの仕組

みづくりを進めるための地域の福祉力の強化が必要と考えられており、福祉教育の取り

組みは児童・生徒のみならず地域に展開していくことが大切です。地域と子どもたちと

の関わりを通じて、親世代、地域住民へ福祉教育やボランティア活動の大切さの発信を

すること、また、子どもたちと地域住民がともにふれあい、学ぶ機会をつくっていくこ

とが住民相互の支え合いの仕組みづくりを進めることにつながると考えます。 

 

平平２２））ここれれままででのの取取りり組組みみ・・  果果  

・社会福祉法人が関わっている学校では継続的に福祉教育の授業が行われるようにな

り、障がい福祉、高齢者福祉についての体験や座学、地域住民との関わりなど多様な

体験プログラムが生まれています。児童が学校内や地域で困っている人を見かけたら

声を掛ける、手助けする、といった行動につながった事例が複数挙げられています。 

・市内の高等学校と社会福祉法人のつながりが生まれたことにより、高校生のボランテ

ィア活動や地域活動への参加が年々増加していると感じています。また、高校生ボラ

ンティアの参加を得たことでボランティア活動や地域活動の人手不足の解消や内容

の変化が見られ、活動の活性化につながっています。 

・令和 6年度から体制を新しくした上中島児童館では、0～18歳までの児童が自由に利

用できることから、幼児、小学生、中学生など多くの利用があり、子どもたち同士が

関わり合い、遊びや活動を通して楽しく交流する場となっています。児童館での多様

なイベント、市内の小学校に出向いての出前児童館等の事業にも取り組み、利用者の

拡大、子どもたちの居場所づくりが進められています。 
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皆さんが情報交換や取り組み事例を学ぶ機会や団体同士の連携を生み出していきまし

ょう。 

 

平平４４））目目標標達達  にに向向けけたた社社会会福福祉祉協協議議会会のの取取りり組組みみ  

①①情情報報発発信信とと啓啓発発活活動動  

広報活動を通じて地域住民の活動について情報発信に努めます。また、地域に対する

出前講座などの啓発活動に取り組み、住民活動の意義や活動に参加することのメリッ

ト、やりがいなどを多くの人に広めていきます。 

  

②②団団体体同同士士のの情情報報交交換換のの機機会会づづくくりり  

住民活動の担い手と協力して活動の見直しを図ります。住民活動がこれからも維持・

活性化していくよう団体同士の情報交換の機会づくりに取り組んでいきます。 

 

平平関関連連すするる事事業業等等））  

・生活支援コーディネーター平介護予防に資する住民主体の活動の立ち上げ・継続支援） 

・ボランティアセンター事業（ ボランティア団体の活動支援平ボランティア募集や補助

金情報の提供など）〕 

・福祉教育事業(p65)平ボランティアや民生委員児童委員の活動などの普及啓発） 

・赤い羽根共同募金平活動補助金を通じた住民活動の支援） 

・民生委員児童委員協議会平民生委員児童委員の活動支援、研修会の開催など） 

 

平平５５））そそれれぞぞれれのの役役割割・・期期待待  

①①““みみんんなな””がが参参加加ししややすすいい環環境境づづくくりり 

【【地地域域住住民民】】  

・町内会（・自治会活動やボランティア活動について、活動の意義（・やりがいなどを担い

手一人ひとりが主体的に広めていきましょう。 

・団体の垣根を越えた情報交換、勉強会の機会をつくっていきましょう。 

・既存の活動内容や役割を見直し、若い世代や多様な方が参加しやすい工夫を考えてい

きましょう。 

 

【【社社会会福福祉祉法法人人やや関関係係機機関関・・団団体体】】  

・地域活動や自分の暮らしに関心を持つ層を増やすための啓発に取り組みましょう。 

・地域貢献の一環として地域活動へ積極的な参加協力をしていきましょう平町内会や地

域のイベントなどへの協力）。 
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②②分分野野・・団団体体をを越越ええたた連連携携にによよるる住住民民のの集集いいのの場場づづくくりりのの活活性性化化  

【【地地域域住住民民】】  

・日頃から可能な範囲で地域内での交流をしましょう。 

・困った時はお互いに助け合い、持っている情報を共有しましょう。 

・活動の担い手は自分たちのできること、やりたいことを活用すること、参加者が求め

る内容、参加しやすい時間や場所であるか等、これまでの活動を見直し、地域の受け

皿として活動を続けていきましょう。 

・分野を越えて多様な団体や支援者がつながることで活動を活性化させていきましょ

う。 

 

【【社社会会福福祉祉法法人人やや関関係係機機関関・・団団体体】】  

地域で活動する様々な団体とつながり取り組みを応援していきましょう平助 金情報や

活動の周知協力など）。  

 

平平６６））評評価価方方法法  

①①““みみんんなな””がが参参加加ししややすすいい環環境境づづくくりり 

評評価価内内容容  着着眼眼点点  

量的評価 ・住民活動の担い手平運営に協力してくれる人）の増減。 

質的評価 

・活動の担い手不足による負担感や活動継続への不安感の緩和。 

・活動の担い手確保に向けて他団体の工夫や取り組みについて知る機会

を得られたか。 

・住民活動の担い手確保に向けて工夫したことがあったか。 

  

②②分分野野・・団団体体をを越越ええたた連連携携にによよるる住住民民のの集集いいのの場場づづくくりりのの活活性性化化  

評評価価内内容容  着着眼眼点点  

量的評価 
・新たに活動を立ち上げた団体数の把握。 

・活動終了・解散した団体数の把握。 

質的評価 
・他団体の工夫や取り組みについて知る機会を得られたか。 

・他団体の工夫や取り組みを知り、活動の内容に変化があったか。 
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平㸵）参考

ಖ育事業ᡤと町内会の協ാによるኤᾴみ会

ᐃ内町に࠶る NPO 法人平ಖ育事業ᡤ）が地

ඖ町内会と協ാしてኤᾴみ会を開催してい

ます。関係団体が連携することで持続ྍ⬟

な⾜事となり、地域住民とぶᏊの交ὶの機

会になっています。

ᰩᶫ地༊のࣞ࢜ࠕン࢙ࠖͤࣇ࢝ࢪ

ඖࠎ、⪁人ࢡラࣈの࢝ラ࢜ࢣ会ࡔったと

こࢁから発ᒎしました。ㄡもがᏳ心して

参加でき、࢝ ラ࢜࠾、ࢣⲔ、手ⱁなど参

加⪅がᛮいᛮいに㐣ࡈしています。

しࠖの活動ࡣくりࢪー࣒࢜ࣞンࢳࠕͤ

地域を支える民生委員活動の普及啓発

཮ⴥᑠ学ᰯの⥲ྜ学⩦の一環で、民生委員

からのヰを⪺く機会をタけています。地域

を支える存ᅾを▱り、地域に関心を向ける

࢟ッ࢝ࢣになって࡯しいと考えてᐇ᪋し

ています。

㔩▼ᕷボランティア連⤡協議会

ボランティア活動の᣺⯆とᕷ内で活動

する団体の連携・交ὶを目的としたネ

ット࣡ーࢡ組⧊です。平⌧ᅾ 14団体が

ᡤᒓ）࠾஫いの᝿いを共᭷しྜい、自

分のため、地域のために㡹ᙇって活動

しています。
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②分㔝・団体を越えた連携による住民の集いのሙづくりの活性化

【地域住民】

・᪥㡭からྍ⬟な⠊ᅖで地域内での交ὶをしましょう。

・ᅔった᫬࠾ࡣ஫いに助けྜい、持っている情報を共᭷しましょう。

・活動の担い手ࡣ自分たちのできること、やりたいことを活⏝すること、参加⪅がồめ

る内容、参加しやすい᫬㛫やሙᡤで࠶るか等、これまでの活動を見直し、地域のཷけ

─として活動を続けていきましょう。

・分㔝を越えて多様な団体や支援⪅がつながることで活動を活性化さࡏていきましょ

う。

【社会福祉法人や関係機関・団体】

地域で活動する様ࠎな団体とつながり取り組みをᛂ援していきましょう平助 金情報や

活動の࿘▱協力など）。

平㸴）ホ౯方法

①“みんな”が参加しやすい環境づくり

ホ౯内容 ╔║Ⅼ

㔞的ホ౯ ・住民活動の担い手平㐠Ⴀに協力してくれる人）の増ῶ。

㉁的ホ౯

・活動の担い手୙㊊による㈇担ឤや活動継続への୙Ᏻឤの⦆࿴。

・活動の担い手☜ಖに向けて௚団体の工夫や取り組みについて▱る機会

をᚓられたか。

・住民活動の担い手☜ಖに向けて工夫したことが࠶ったか。

②分㔝・団体を越えた連携による住民の集いのሙづくりの活性化

ホ౯内容 ╔║Ⅼ

㔞的ホ౯
・᪂たに活動を立ち上げた団体ᩘのᢕᥱ。

・活動⤊஢・ゎᩓした団体ᩘのᢕᥱ。

㉁的ホ౯
・௚団体の工夫や取り組みについて▱る機会をᚓられたか。

・௚団体の工夫や取り組みを▱り、活動の内容にኚ化が࠶ったか。

保育事業所と町内会の協働による夕涼み会
定内町にあるNPO法人（保育事業所）が
地元町内会と協働して夕涼み会を開催し
ています。関係団体が連携することで持
続可能な行事となり、地域住民と親子の
交流の機会になっています。

地域を支える民生委員活動の普及啓発

双葉小学校の総合学習の一環で、民生委
員からの話を聞く機会を設けています。
地域を支える存在を知り、地域に関心を
向けるキッカケになってほしいと考えて
実施しています。

栗橋地区の「オレンジカフェ※」

元々、老人クラブのカラオケ会だったと
ころから発展しました。誰もが安心して
参加でき、カラオケ、お茶、手芸など参
加者が思い思いに過ごしています。
※「チームオレンジくりはし」の活動

釜石市ボランティア連絡協議会

ボランティア活動の振興と市内で活動す
る団体の連携・交流を目的としたネット
ワーク組織です。（現在 14 団体が所属）
お互いの想いを共有し合い、自分のため、
地域のために頑張って活動しています。
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４４．．基基本本目目標標２２  

福福祉祉教教育育・・地地域域交交流流・・ボボラランンテティィアア活活動動のの活活性性化化  

～～地地域域やや暮暮ららししにに関関心心をを向向けけ、、支支ええ合合いいのの輪輪をを広広げげるる人人づづくくりり～～  

 

平平１１））背背景景とと主主なな地地域域福福祉祉課課題題平平第第２２期期地地域域福福祉祉活活動動計計画画のの取取りり組組みみをを経経てて））  

福祉教育の取り組みは社会福祉法人が小中高等学校と連携・協働して取り組み、主と

して児童・生徒を対象に、体験学習を通じて人間の多様性の理解、他人への思いやり、

助け合いの大切さについて考え、福祉の心を育む活動として続けられてきました。 

しかし、コロナ禍や関係機関・学校の体制の変化などが影響し、学校と地域や社会福

祉法人等との関わりが難しくなっている地域もあり、取り組み状況に差が生まれていま

す。 

また、福祉教育やボランティア活動の質の向上を図るために、これらに携わる関係者

が継続的に学校と関わることができる体制づくりにより、「関係者同士の情報交換の機

会があると良い」という声が挙げられています。 

地域住民が抱える生活課題が多様化・複雑化している中、住民相互の支え合いの仕組

みづくりを進めるための地域の福祉力の強化が必要と考えられており、福祉教育の取り

組みは児童・生徒のみならず地域に展開していくことが大切です。地域と子どもたちと

の関わりを通じて、親世代、地域住民へ福祉教育やボランティア活動の大切さの発信を

すること、また、子どもたちと地域住民がともにふれあい、学ぶ機会をつくっていくこ

とが住民相互の支え合いの仕組みづくりを進めることにつながると考えます。 

 

平平２２））ここれれままででのの取取りり組組みみ・・  果果  

・社会福祉法人が関わっている学校では継続的に福祉教育の授業が行われるようにな

り、障がい福祉、高齢者福祉についての体験や座学、地域住民との関わりなど多様な

体験プログラムが生まれています。児童が学校内や地域で困っている人を見かけたら

声を掛ける、手助けする、といった行動につながった事例が複数挙げられています。 

・市内の高等学校と社会福祉法人のつながりが生まれたことにより、高校生のボランテ

ィア活動や地域活動への参加が年々増加していると感じています。また、高校生ボラ

ンティアの参加を得たことでボランティア活動や地域活動の人手不足の解消や内容

の変化が見られ、活動の活性化につながっています。 

・令和 6年度から体制を新しくした上中島児童館では、0～18歳までの児童が自由に利

用できることから、幼児、小学生、中学生など多くの利用があり、子どもたち同士が

関わり合い、遊びや活動を通して楽しく交流する場となっています。児童館での多様

なイベント、市内の小学校に出向いての出前児童館等の事業にも取り組み、利用者の

拡大、子どもたちの居場所づくりが進められています。 
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５５．．基基本本目目標標３３  

分分野野・・領領域域をを越越ええたた相相談談支支援援体体制制のの整整備備  ～～連連携携構構築築とと周周知知啓啓発発～～  

 

平平１１））背背景景とと主主なな地地域域福福祉祉課課題題  

人々が抱える課題は多様化・複雑化しています。そのため、１つの制度・サービス、

相談窓口だけでは課題が解決できない場合があります。平複合課題を有する世帯、既存

の制度では対応できない狭間の問題、身寄りのない高齢者等の課題、就労支援など） 

これまでの取り組みにより、行政や専門職による連携の機会は着実に増えてきている

部分もありますが、ライフステージに応じた制度等による切れ目がない支援を行えるよ

う（『高齢者福祉と障がい者福祉』、（『児童福祉と障がい者福祉』、（『福祉と教育』、（『福祉と

医療』といったように分野・領域を越えた関係者のネットワークづくりを強化する必要

があるのではないかとの声が挙げられています。 

悩みを抱えた方が早期に相談につながれること、また、関係者が市内の相談窓口や仕

組みについて把握できることを狙いとして、相談窓口の周知・啓発に取り組むことも必

要とされています。 

 

平平２２））ここれれままででのの取取りり組組みみ・・  果果  

・社協が取り組む各種事業（平日常生活自立支援事業(p64)、 年後見センター事業(p64)、生

活困窮者自立支援事業、アウトリーチ等を通じた継続的支援事業等(p62)）の実施に伴

う各種会議や事例検討会等の開催に伴い、多様な関係機関や専門職がつながる機会は

増えています。 

・当事者会、家族会、チームオレンジ平認知症支援）といった地域の支え合いや普及啓

発の取り組みが生まれています。平再掲） 

 

平平３３））本本計計画画ににおおけけるる重重点点目目標標  

①①分分野野・・領領域域をを超超ええたた関関係係者者ののネネッットトワワーーククづづくくりり 

ライフステージに応じた制度等による切れ目のない支援を行えるよう、これまでのつ

ながりを活かし、分野平高齢、障がい、児童）・領域平福祉、保健医療、教育など）を越

えた関係者同士が連携・協働し、ネットワークづくりを進めていきましょう。 

 

②②相相談談窓窓口口のの周周知知やや啓啓発発活活動動のの強強化化 

課題を抱えている地域住民が出来るだけ早期に相談につながるため、また、支援者同

士の連携を推進するため、相談窓口の周知や啓発活動に取り組みましょう。 
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・ふれあい福祉まつり（平p65）の実施、チームオレンジ平認知症支援）の発足、出前講座の

開催など地域住民に対する福祉啓発の取り組みも推進することができました。 

・令和 6年度より市内各地区で「こども食堂平地域食堂）」の活動が広まっています。この

取り組みは食を通じた世代間交流や地域住民同士の交流を目的に開催されています。民

生委員児童委員や住民団体、学校、社会福祉法人など多様な主体が関わって運営されてお

り、地域のネットワークづくりの機会にもつながっています。 

 

平平３３））本本計計画画ににおおけけるる重重点点目目標標  

①①福福祉祉教教育育にに関関わわるる方方々々ののネネッットトワワーーククづづくくりり 

福祉教育に関わる方々平社会福祉法人、学校地域コーディネーター(p62)、地域の方々

など）がつながり、協力し合うことで継続的かつ全市的な福祉教育の取り組みが展開さ

れることを目指しましょう。また、それぞれのノウハウやスキルを共有することで、福

祉教育における実践力の向上を図りましょう。 

  

②②地地域域交交流流ややボボラランンテティィアア活活動動のの推推進進 

地域交流やボランティア活動を通じて、児童（・生徒、地域住民、学校や関係団体・ボ

ランティア等のつながりづくりを推進しましょう。また、地域住民との交流を通じて児

童（・生徒が他者との関わりや地域への愛着・支え合いの心を育む機会をつくりましょう。

地域住民は児童（・生徒との関わりを通じて、地域の人材育 や地域で子育てを支える機

運の醸 を図りましょう。 

 

平平４４））目目標標達達  にに向向けけたた社社会会福福祉祉協協議議会会のの取取りり組組みみ  

①①福福祉祉教教育育にに関関わわるる方方々々ののネネッットトワワーーククづづくくりり 

福祉教育の充実・発展を図るため、社会福祉法人、学校、地域の関係者がつながり、情

報交換や意見交換ができる場としてネットワーク構築を図ります。 

 

②②地地域域交交流流ややボボラランンテティィアア活活動動のの推推進進 

・地域住民や関係団体が主体となって行う地域交流の取り組み（平こども食堂、公民館の

自主活動など）を支援します。 

・児童館においては、子どもたちのより良い居場所づくりを進めるとともに、児童館の

特性を生かし、異年齢や他の学校の子どもたちとも関わり合える場の設定、さらに、

地域の活動や世代間交流等にも積極的に取り組みます。このことを通して児童健全育

 (p63)を図ります。 

・市内で活動するボランティア団体との繋がりを保ち、団体が抱える課題の解決に向け

て必要な支援を行います。 
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平平関関連連すするる事事業業ななどど））  

・福祉教育事業平継続的な実践と関係者のネットワークづくりの推進） 

・ボランティアセンター事業平ボランティア団体の活動支援） 

・児童館・学童育 クラブの運営 

 

平平５５））そそれれぞぞれれのの役役割割・・期期待待  

【【地地域域住住民民】】  

・住民向けの福祉教育関係講座やボランティア活動、学校や福祉事業所で行われる行事

に積極的に参加協力しましょう。 

・心身の疾病や障がい、性別、国籍などによる差別や偏見を解消するため、人々の多様

性を理解し、支え合いの気持ちを持ちましょう。 

・世代間交流の取り組みに積極的に参加していきましょう。 

  

【【社社会会福福祉祉法法人人やや関関係係機機関関・・団団体体】】  

・福祉教育の取り組みを継続するための体制づくりに取り組みましょう平職員研修、他

法人とのつながりづくり）。 

・他法人・団体や地域コーディネーターとのネットワーク構築を図りましょう。 

 

平平６６））評評価価方方法法  

評評価価内内容容  着着眼眼点点  

質的評価 

・福祉教育に携わる関係者平学校、地域コーディネーター、社会福祉法

人、福祉事業所、ボランティアなど）に対して、関係者同士がつなが

る機会を得ることができたか、外部の関係者とつながったことで福祉

教育の取り組みにどのような変化が生まれたか主観的評価を得る。 

・世代間交流の取り組みをしている団体に対して取り組みの状況平でき

たこと、課題）について把握する。 

・社会福祉法人が関わっている学校の担当教員に対する満足度調査の実

施平5段階評価、授業の 果や子どもたちの変化などのヒアリング） 
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平㸵）参考

出前児童㤋

㔩▼ᕷ児童㤋でࠕࡣ出前児童㤋 とࠖしてᕷ

内の学ᰯに出向いて児童やぶᏊでᴦしめ

る௻⏬を⾜っています。児童㤋ࡣ㐟ࡧを通

じた೺඲育 やᏊどものᒃሙᡤづくりの

ため様ࠎな活動に取り組んでいます。

関係機関との協ാによる福祉教育

福祉教育の取り組みを࢟ッ࢝ࢣにして、௚

の社会福祉法人や福祉事業ᡤ、地域の関係

⪅などとの協ാが生まれています。ᑓ㛛の

方に関ࢃっていたࡔくことで、よりヲしく

学ぶことができています。

つながる࢙࢝ࣇ平ᖹ⏣地༊）

社会福祉法人平Ύ㢼会・社協）、⾜ᨻ平生

活ᛂ援センター）、学ᰯ、ボランティアが

協ാして開催している集いのሙです。Ꮚ

どもたちと地域住民の多様な世代㛫交ὶ

が生まれています。

㔩▼ᕷࡩれ࠶い福祉まつり

福祉まつりࡣ、ᴦしい͆ࡩれ࠶いのሙ͇

を通じて、人ࠎの多様性の⌮ゎを広め、

ㄡもࠕ、஫いに支えྜうことを☜ㄆし࠾

がともにᴦしめるまちづくりࠖを᥎㐍す

ることを目的に開催しています。
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平関連する事業など）

・福祉教育事業平継続的なᐇ㊶と関係⪅のネット࣡ーࢡづくりの᥎㐍）

・ボランティアセンター事業平ボランティア団体の活動支援）

・児童㤋・学童育 ࢡラࣈの㐠Ⴀ

平５）それぞれの役割・期待

【地域住民】

・住民向けの福祉教育関係講座やボランティア活動、学ᰯや福祉事業ᡤで⾜ࢃれる⾜事

に積極的に参加協力しましょう。

・心㌟の⑌⑓や㞀がい、性ู、ᅜ⡠などによるᕪูや೫見をゎᾘするため、人ࠎの多様

性を⌮ゎし、支えྜいのẼ持ちを持ちましょう。

・世代㛫交ὶの取り組みに積極的に参加していきましょう。

【社会福祉法人や関係機関・団体】

・福祉教育の取り組みを継続するための体ไづくりに取り組みましょう平⫋員研修、௚

法人とのつながりづくり）。

・௚法人・団体や地域コーディネーターとのネット࣡ーࢡᵓ⠏を図りましょう。

平㸴）ホ౯方法

ホ౯内容 ╔║Ⅼ

㉁的ホ౯

・福祉教育に携ࢃる関係⪅平学ᰯ、地域コーディネーター、社会福祉法

人、福祉事業ᡤ、ボランティアなど）に対して、関係⪅同士がつなが

る機会をᚓることができたか、እ㒊の関係⪅とつながったことで福祉

教育の取り組みにどのようなኚ化が生まれたか主ほ的ホ౯をᚓる。

・世代㛫交ὶの取り組みをしている団体に対して取り組みの≧ἣ平でき

たこと、ㄢ㢟）についてᢕᥱする。

・社会福祉法人が関ࢃっている学ᰯの担ᙜ教員に対する‶㊊ᗘㄪᰝのᐇ

᪋平5ẁ㝵ホ౯、ᤵ業の ᯝやᏊどもたちのኚ化などのࣄアリンࢢ）

関係機関との協働による福祉教育
福祉教育の取り組みをキッカケにして、
他の社会福祉法人や福祉事業所、地域の
関係者などとの協働が生まれています。
専門の方に関わっていただくことで、よ
り詳しく学ぶことができています。

出前児童館

釜石市児童館では「出前児童館」として
市内の学校に出向いて児童や親子で楽し
める企画を行っています。児童館は遊び
を通じた健全育成や子どもの居場所づく
りのため様々な活動に取り組んでいます。

つながるカフェ（平田地区）

社会福祉法人（清風会・社協）、行政（生
活応援センター）、学校、ボランティアが
協働して開催している集いの場です。子
どもたちと地域住民の多様な世代間交流
が生まれています。

釜石市ふれあい福祉まつり

福祉まつりは、楽しい “ ふれあいの場 ” を
通じて、人々の多様性の理解を広め、お
互いに支え合うことを確認し、「誰もがと
もに楽しめるまちづくり」を推進するこ
とを目的に開催しています。
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５５．．基基本本目目標標３３  

分分野野・・領領域域をを越越ええたた相相談談支支援援体体制制のの整整備備  ～～連連携携構構築築とと周周知知啓啓発発～～  

 

平平１１））背背景景とと主主なな地地域域福福祉祉課課題題  

人々が抱える課題は多様化・複雑化しています。そのため、１つの制度・サービス、

相談窓口だけでは課題が解決できない場合があります。平複合課題を有する世帯、既存

の制度では対応できない狭間の問題、身寄りのない高齢者等の課題、就労支援など） 

これまでの取り組みにより、行政や専門職による連携の機会は着実に増えてきている

部分もありますが、ライフステージに応じた制度等による切れ目がない支援を行えるよ

う（『高齢者福祉と障がい者福祉』、（『児童福祉と障がい者福祉』、（『福祉と教育』、（『福祉と

医療』といったように分野・領域を越えた関係者のネットワークづくりを強化する必要

があるのではないかとの声が挙げられています。 

悩みを抱えた方が早期に相談につながれること、また、関係者が市内の相談窓口や仕

組みについて把握できることを狙いとして、相談窓口の周知・啓発に取り組むことも必

要とされています。 

 

平平２２））ここれれままででのの取取りり組組みみ・・  果果  

・社協が取り組む各種事業（平日常生活自立支援事業(p64)、 年後見センター事業(p64)、生

活困窮者自立支援事業、アウトリーチ等を通じた継続的支援事業等(p62)）の実施に伴

う各種会議や事例検討会等の開催に伴い、多様な関係機関や専門職がつながる機会は

増えています。 

・当事者会、家族会、チームオレンジ平認知症支援）といった地域の支え合いや普及啓

発の取り組みが生まれています。平再掲） 

 

平平３３））本本計計画画ににおおけけるる重重点点目目標標  

①①分分野野・・領領域域をを超超ええたた関関係係者者ののネネッットトワワーーククづづくくりり 

ライフステージに応じた制度等による切れ目のない支援を行えるよう、これまでのつ

ながりを活かし、分野平高齢、障がい、児童）・領域平福祉、保健医療、教育など）を越

えた関係者同士が連携・協働し、ネットワークづくりを進めていきましょう。 

 

②②相相談談窓窓口口のの周周知知やや啓啓発発活活動動のの強強化化 

課題を抱えている地域住民が出来るだけ早期に相談につながるため、また、支援者同

士の連携を推進するため、相談窓口の周知や啓発活動に取り組みましょう。 
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ワークの構築に努めます。また、住民同士の見守りや支え合いの大切さを啓発するため、

出前講座平つながりサポーター養 講座等）の取り組みを通じて、お互いに見守り、声

を掛け合うことができる地域づくりに努めます。 
 

②②災災害害時時にに備備ええるる成成時時かかららののつつななががりりづづくくりりのの推推進進 

災害時に円滑な避難行動や支援活動につなげるため、成時からの訓練や関係機関・団

体、地域住民とのネットワークづくりを推進します。 
 

平平関関連連すするる事事業業））  

・生活支援コーディネーター（平つながりサポーター養 講座による住民同士の見守りや

地域参加への啓発） 

・災害ボランティアセンターの設置・運営訓練研修事業 

・避難行動要支援者避難支援対策事業 
 

平平５５））そそれれぞぞれれのの役役割割・・期期待待  

【【地地域域住住民民】】  

・日ごろから友人知人、近所の方との挨拶、交流を図りましょう。 

・何か課題を抱えているような気になる方がいたら早めの相談、受診を促しましょう。 

・子どもや高齢者など地域での見守り活動への理解と参加をしていきましょう。 

・地域で行われる防災訓練には積極的に参加しましょう。 

・災害時の持ち出し備品の確認をしましょう。 

・家庭内備蓄を実施しましょう。 
 

【【社社会会福福祉祉法法人人やや関関係係機機関関・・団団体体】】  

・安全・安心なまちづくりを意識して、日ごろから関係機関・団体同士の顔の見える関

係づくりに努めましょう。 

・地域で行われる防災訓練には積極的に参加しましょう。 

・災害時には積極的な避難行動支援や必要に応じて所有する資源を活用した被災者の

生活支援等に取り組みましょう。 
 

平平６６））評評価価方方法法  

評評価価内内容容  着着眼眼点点  

質的評価 

・民生委員に対して、地域住民同士の関わり合いや交流が図られている

と感じるか、気になる方がいたら相談できる環境ができていると感じ

られるか等を調査する。 

・スクールガード等見守り活動を行っている団体に対して活動状況平で

きたこと、課題、事例）を把握する。 

・町内会や関係機関・団体が主催する防災訓練において、地域住民や関

係機関・団体同士の連携やつながりの状況について把握する。 
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平平４４））目目標標達達  にに向向けけたた社社会会福福祉祉協協議議会会のの取取りり組組みみ  

①①分分野野・・領領域域をを超超ええたた関関係係者者ののネネッットトワワーーククづづくくりり  

 社会福祉協議会は地域住民のニーズ（平p64）把握と、地域の関係機関や社会資源（平p63）を繋

ぐ役割が期待されていますので、市内の関係機関・社会資源を出来るだけ把握し、分野・

領域を越えた顔の見えるネットワークづくりに努めます。 

 

②②相相談談窓窓口口のの周周知知やや啓啓発発活活動動をを強強化化  

・広報活動を通じて、社協の取り組みだけではなく、様々な分野の関係機関・団体の取

り組みや相談窓口についても周知を図ります。 

・出前講座などの取り組みを通じて相談窓口の周知や相談者の支援につながる地域住

民の支え合い、緩やかな見守りについての啓発に取り組みます。 

 

平平関関連連すするる事事業業ななどど））  

くらし（・しごと相談所(p62)（平生活困窮者自立支援事業）、日常生活自立支援事業、釜石・

遠野地域 年後見センター、つながる窓口あすから平アウトリーチ等を通じた継続的支

援事業）これらの事業を通じて、関係者のネットワークづくりや情報発信・啓発活動の

取り組みを推進します。 

 

平平５５））そそれれぞぞれれのの役役割割・・期期待待  

【【地地域域住住民民】】  

・市内の相談窓口や相談支援機関について理解を深めましょう。 

・ご近所の方や友人知人など身近な方と日ごろから声を掛け合い、悩んでいる人がいれ

ば相談窓口への促しを行いましょう。 

 

【【社社会会福福祉祉法法人人やや関関係係機機関関・・団団体体】】  

・分野・領域を越えた関係機関との連携の必要性について理解を深められるように職員

同士で学び、理解を広めましょう。 

・相談者に応じた柔軟な相談対応に努めましょう平アウトリーチも含む）。 

・地域で行われる関連会議・イベント等に積極的に参加しましょう。 

・自組織・団体の情報発信に努めましょう平SNS活用や人が集う場での周知活動）。 

 

平平６６））評評価価方方法法  

評評価価内内容容  着着眼眼点点  

質的評価 

市内の相談機関に対して、以下の項目について主観的評価を得る。 

・分野・領域を越えた関係機関との連携の必要性への理解を深められる

ように職員同士で学び、理解を広めることができたか。 

・他分野・他領域の機関とのつながりやすさを感じられたか 

・自組織・団体の情報発信に取り組むことができたか 
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平㸵）参考

多様な関係⪅が集う研修会

ひきこもりのᙜ事⪅・ᐙ᪘への支援に

ついて、ᙜ事⪅ᐙ᪘、⾜ᨻ平ᕷ担ᙜㄢ

や㔩▼ಖ೺ᡤ等）、社協等関係⪅が一ᇽ

に会した研修会を開催しました。

地域住民や関係⪅への࿘▱・出前講座

民生委員や地域で活動するボランティアなど

関ࢃりの࠶る方ࠎに対して⌮ゎを広める活動

を⾜っています。

ᚋ見人のつどい

 ᖺᚋ見ไᗘに関ࢃる支援⪅同士が集い、事

例᳨ウや意見交換を⾜いました。支援⪅自㌟

がᏙ立ࡎࡏネット࣡ーࢡを活かして活動で

きる環境づくりが኱ษです。

関係⪅によるࢣー᳨ࢫウ会議

支援関係⪅で集い意見交換を⾜います。

それぞれのᑓ㛛性を活かしながら、多ゅ

的などⅬで≀事をᤊえ、ㄢ㢟のゎỴに向

けてࢳー࣒で取り組みます。

地域住民や関係者への周知・出前講座
民生委員や地域で活動するボランティア
など関わりのある方々に対して理解を広
める活動を行っています。

後見人のつどい

成年後見制度に関わる支援者同士が集い、
事例検討や意見交換を行いました。支援
者自身が孤立せずネットワークを活かし
て活動できる環境づくりが大切です。

多様な関係者が集う研修会

ひきこもりの当事者・家族への支援につ
いて、当事者家族、行政（市担当課や釜
石保健所等）、社協等関係者が一堂に会し
た研修会を開催しました。

関係者によるケース検討会議

支援関係者で集い意見交換を行います。
それぞれの専門性を活かしながら、多角
的な視点で物事を捉え、課題の解決に向
けてチームで取り組みます。
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平平７７））参参考考  

 

  

多多様様なな関関係係者者がが集集うう研研修修会会  

ひきこもりの当事者・家族への支援に

ついて、当事者家族、行政平市担当課

や釜石保健所等）、社協等関係者が一堂

に会した研修会を開催しました。 

地地域域住住民民やや関関係係者者へへのの周周知知・・出出前前講講座座  

民生委員や地域で活動するボランティアなど

関わりのある方々に対して理解を広める活動

を行っています。 

後後見見人人ののつつどどいい  

 年後見制度に関わる支援者同士が集い、事

例検討や意見交換を行いました。支援者自身

が孤立せずネットワークを活かして活動で

きる環境づくりが大切です。 

関関係係者者にによよるるケケーースス検検討討会会議議  

支援関係者で集い意見交換を行います。

それぞれの専門性を活かしながら、多角

的な視点で物事を捉え、課題の解決に向

けてチームで取り組みます。 
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６６．．基基本本目目標標４４  

地地域域のの見見守守りりとと災災害害へへのの備備ええ  ～～安安心心ししてて暮暮ららせせるる地地域域づづくくりり～～  

 

平平１１））背背景景とと主主なな地地域域福福祉祉課課題題  

地域の人口減少・ひとり暮らし高齢者の増加に伴い孤立・孤独による問題も生じてい

ます。日頃のつながりを通じて、お互いに緩やかな見守りを行い、困った時には早期相

談・早期対応につながることが大切です。 

当市は地形上、市内全域で様々な自然災害が発生するリスクを抱えていることから、

地域が一体となった防災活動の推進が必要です。また、災害時にはボランティアや地域

住民同士の助け合いのチカラが欠かせません。市内のボランティアの確保・育 が課題

となっています。 

 

平平２２））ここれれままででのの取取りり組組みみ・・  果果  

・地域の見守り活動平つながりサポーター養 講座やチームオレンジの活動推進、見守

り活動団体の支援など）を推進することができました。平生活支援コーディネーター） 

・災害ボランティアセンター設置運営訓練等の取り組みを継続することができました。 

・避難行動要支援者避難支援対策事業平市委託事業）における災害時避難行動要支援者

の個別支援計画策定支援に協力することができました。 

・中妻地区において、津波避難訓練の運営支援、多様な関係機関とのネットワークづく

りに参画しました。 

 

平平３３））本本計計画画ににおおけけるる重重点点目目標標  

①①おお互互いいにに見見守守りり、、声声をを掛掛けけ合合ううここととががででききるる地地域域づづくくりり 

成時から顔の見える関係性ができていることで、異変があった時や災害時に声掛け等

による円滑な支援につながりやすくなりますので、住民同士の見守りやスクールガード

等住民主体の活動の機運醸 に資する啓発活動に取り組み、日ごろからお互いに声を掛

け合い安心して暮らせる地域づくりを目指しましょう。 

  

②②災災害害時時にに活活ききるる成成時時かかららののつつななががりりづづくくりりのの推推進進 

災害時における円滑な避難行動や支援活動につなげるため、成時からの訓練や関係機

関・団体、地域住民とのネットワークづくりを推進しましょう。 

 

平平４４））目目標標達達  にに向向けけたた社社会会福福祉祉協協議議会会のの取取りり組組みみ  

①①おお互互いいにに見見守守りり、、声声をを掛掛けけ合合ううここととががででききるる地地域域づづくくりり 

子どもや高齢者等の見守りを行う団体の活動支援や多様な関係者との見守りネット
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ワークの構築に努めます。また、住民同士の見守りや支え合いの大切さを啓発するため、

出前講座平つながりサポーター養 講座等）の取り組みを通じて、お互いに見守り、声

を掛け合うことができる地域づくりに努めます。 
 

②②災災害害時時にに備備ええるる成成時時かかららののつつななががりりづづくくりりのの推推進進 

災害時に円滑な避難行動や支援活動につなげるため、成時からの訓練や関係機関・団

体、地域住民とのネットワークづくりを推進します。 
 

平平関関連連すするる事事業業））  

・生活支援コーディネーター（平つながりサポーター養 講座による住民同士の見守りや

地域参加への啓発） 

・災害ボランティアセンターの設置・運営訓練研修事業 

・避難行動要支援者避難支援対策事業 
 

平平５５））そそれれぞぞれれのの役役割割・・期期待待  

【【地地域域住住民民】】  

・日ごろから友人知人、近所の方との挨拶、交流を図りましょう。 

・何か課題を抱えているような気になる方がいたら早めの相談、受診を促しましょう。 

・子どもや高齢者など地域での見守り活動への理解と参加をしていきましょう。 

・地域で行われる防災訓練には積極的に参加しましょう。 

・災害時の持ち出し備品の確認をしましょう。 

・家庭内備蓄を実施しましょう。 
 

【【社社会会福福祉祉法法人人やや関関係係機機関関・・団団体体】】  

・安全・安心なまちづくりを意識して、日ごろから関係機関・団体同士の顔の見える関

係づくりに努めましょう。 

・地域で行われる防災訓練には積極的に参加しましょう。 

・災害時には積極的な避難行動支援や必要に応じて所有する資源を活用した被災者の

生活支援等に取り組みましょう。 
 

平平６６））評評価価方方法法  

評評価価内内容容  着着眼眼点点  

質的評価 

・民生委員に対して、地域住民同士の関わり合いや交流が図られている

と感じるか、気になる方がいたら相談できる環境ができていると感じ

られるか等を調査する。 

・スクールガード等見守り活動を行っている団体に対して活動状況平で

きたこと、課題、事例）を把握する。 

・町内会や関係機関・団体が主催する防災訓練において、地域住民や関

係機関・団体同士の連携やつながりの状況について把握する。 
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㸯㸬➨ 2期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬に対する᭱⤊ホ౯

平㸯）➨ 2期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬୰㛫ホ౯委員によるእ㒊ホ౯

➨ 2期活動ィ⏬のᇶᮏ目標の見直しを図ることを目的に、௧࿴ 6ᖺ 4᭶から 6᭶にか

けて୰㛫ホ౯委員会をᐇ᪋しました。୰㛫ホ౯によって、ṧりの➨ 2期活動ィ⏬期㛫୰

に᥎㐍を強化する目標を⤠り㎸み、ࠕ᥎㐍強化目標ࠖとしてᩚ⌮しました。

᪂たにタᐃしたࠕ᥎㐍強化目標ࠖに対して、௧࿴ 6ᖺᗘから௧࿴ 7ᖺ 6᭶までの取り

組みもྵめて᭱⤊ホ౯を⾜いました。➨ 2 期活動ィ⏬୰㛫ホ౯委員に෌ᗘ協力をồめ、

௧࿴ 7ᖺ 7᭶から 8᭶にかけて委員に対してࣄアリンࢢを⾜いました。その⤖ᯝについ

てୗグのと࠾りグ㍕します。

୰㛫ホ౯委員ྡ⡙

No Ặྡ 㑅出ẕ体及ࡧ役⫋

1 ᑠ➟ཎ Ꮚ࢟ࢧ
⤖の౽฼ᒇ・࠾となりさん೜ᴦ㒊 ⌮事

社会福祉法人⌮事 学㆑⤒㦂⪅

2 㰺⸨ ᩔᏊ 社会福祉法人ᒾ手ᚨᰤ会 ୕ᓟのᮭ ᪋タ㛗

3 బ⸨ 㐨Ꮚ 㔩▼ᕷ民生委員児童委員協議会平⏥Ꮚ地༊）

4 ⃝⏣ ア࢟Ꮚ ᕷ民ᚋ見人、学㆑⤒㦂⪅

5 㧗ᶫ ኱㍤
ㄆᐃ NPO法人 Plus One Happiness ๪⌮事㛗

㔩▼広域ᇶᖿ┦ㄯ支援センター センター㛗

6 ྂᕝ ᖿᩄ 㬼住ᒃ地域会議議㛗 ᪂ᕝཎ町内会 会㛗

7 ᐑᓮ ᩄᏊ となりさん೜ᴦ㒊࠾ 代⾲⌮事

8 ᮧ上 ㈗⨾Ꮚ
主௵児童委員平༡㔩▼地༊）

୙Ⓩᰯひきこもりᙜ事⪅・ᐙ᪘の┦ㄯ支援ᚑ事⪅

㸯）➨㸰期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬に対する᭱⤊ホ౯

➨㸰期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬ ᭱⤊ホ౯ 平地域住民∧）

ᇶᮏ目標㸯 住民主体の地域福祉活動の活性化

᥎㐍強化目標

町内会やボランティア団体ࡣ住民同士の交ὶの意義を⌮ゎし、地域住民へ参加をാきか

ける。平情報発信、若い世代の参加ཷධれなど）

これまでの ᯝ

・（平࠾となりさん೜ᴦ㒊の活動に関して）活動௳ᩘが増加している。㧗㱋化による生活支

援ࢽーࢬの増加も࠶るが、活動⪅と社協 SCが連携しながらྍ⬟な㝈りせᮃにᛂえてき

たことが኱きい。介護事業ᡤがࢧーࢫࣅ提供を㎡めていく୰、ボランティアとしてᑡし
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平㸵）参考

地域が一体となった㑊㞴カ⦎

୰ጔ地༊でࡣ地域会議が主催のὠἼ㑊㞴

カ⦎が⾜ࢃれて࠾り、地域住民、学ᰯ、ಖ

育᪋タ、福祉事業ᡤ、௻業など多様な参加

が࠶ります。この᫬ࡣ୰学生がಖ育ᅬ児

の手を⧅いで一⥴に㑊㞴⾜動をしてくれ

ました。

⅏ᐖボランティアセンタータ⨨㐠Ⴀカ⦎

社会福祉協議会でࡣ⅏ᐖ᫬に෇⁥な⿕⅏

⪅の支援活動につなげるため、⅏ᐖボラ

ンティアセンタータ⨨㐠Ⴀカ⦎を⾜って

います。この᫬ࡣボランティアのཷ௜カ

⦎に加えて、民生委員の協力をᚓて、⿕⅏

。の⪺き取りカ⦎も⾜いましたࢬーࢽ⪅

地域見Ᏺり活動平ࢡࢫラ࣒ᑠబ㔝）

ᑠబ㔝地༊でࡣᑠ学生のⓏୗᰯ᫬の見Ᏺ

りや㧗㱋⪅の見Ᏺり活動平ࢳー࣒࢜ࣞン

こさの）を⾜っています。町内会から多ࢪ

くの協力⪅を募り、みんなで協力して地

域のᏳ඲を見Ᏺる体ไがつくられていま

す。

地域が一体となった見Ᏺりネット࣡ーࢡ

㔩▼地༊でࡣಶ人ၟᗑ、⨾容㝔、コンࣅ

ࣉーࣝࢢ町内会自治会や地域住民の、ࢽ

など多様な方がⓏ㘓し、地域のࡺるやか

な見Ᏺりを⾜うネット࣡ーࢡが࠶りま

す。ᅔりࡈとをᢪえた方が᪩期に་⒪や

┦ㄯにつながることが኱ษです。

地域が一体となった見守りネットワーク
釜石地区では個人商店、美容院、コンビニ、
町内会自治会や地域住民のグループなど
多様な方が登録し、地域のゆるやかな見
守りを行うネットワークがあります。困
りごとを抱えた方が早期に医療や相談に
つながることが大切です。

地域が一体となった避難訓練

中妻地区では地域会議が主催の津波避難
訓練が行われており、地域住民、学校、
保育施設、福祉事業所、企業など多様な
参加があります。この時は中学生が保育
園児の手を繋いで一緒に避難行動をして
くれました。

地域見守り活動（スクラム小佐野）

小佐野地区では小学生の登下校時の見守
りや高齢者の見守り活動（チームオレン
ジこさの）を行っています。町内会から
多くの協力者を募り、みんなで協力して
地域の安全を見守る体制がつくられてい
ます。

災害ボランティアセンター設置運営訓練

社会福祉協議会では災害時に円滑な被災
者の支援活動につなげるため、災害ボラ
ンティアセンター設置運営訓練を行って
います。この時はボランティアの受付訓
練に加えて、民生委員の協力を得て、被
災者ニーズの聞き取り訓練も行いました。
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㸵㸬㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬との対↷について

ᮏ活動ィ⏬と㔩▼ᕷが⟇ᐃする地域福祉ィ⏬ࡣ┦஫に連携する関係性になっていま

す。ᮏィ⏬でᥖげた 4つのᇶᮏ目標と➨ 2期㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬（平⟇ᐃ・᪋⾜（㸸௧࿴ 8

ᖺᗘ㹼௧࿴ 12 ᖺᗘ）に࠾いてᥖげている㸱つのᇶᮏ目標ࡣ௨ୗのようにᩚྜ性を図っ

ています。

ᇶᮏ目標㸯

担い手とᒃሙᡤの☜ಖ、඘ᐇ㹼͆みんな͇

が地域に関ࢃる環境づくり㹼

ᇶᮏ目標㸯

人と人がつながり、ㄡもがᏳ඲Ᏻ心に自

分らしく暮らࡏる地域づくり
ᇶᮏ目標４

地域の見Ᏺりと⅏ᐖへのഛえ

㹼Ᏻ心して暮らࡏる地域づくり㹼

ᇶᮏ目標㸰

福祉教育・地域交ὶ・ボランティア活動の

活性化㹼地域や暮らしに関心を向け、支え

ྜいの㍯を広げる人づくり㹼

ᇶᮏ目標㸰

地域や福祉への関心を広げ、支えྜいの

㍯を広げる人づくり

ᇶᮏ目標㸱

ᅔりࡈとをᢪえる人にᐤりῧい、支える

⥲ྜ・ໟᣓ的な┦ㄯ・支援体ไづくり

ᇶᮏ目標㸱

分㔝・㡿域を越えた┦ㄯ支援体ไのᩚഛ㹼

連携ᵓ⠏と࿘▱啓発㹼

➨ 2期㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬➨ 3期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬第3期釜石市地域福祉活動計画 第2期釜石市地域福祉計画

基本目標１

担い手と居場所の確保、充実～ “みんな ”
が地域に関わる環境づくり～

基本目標１

人と人がつながり、誰もが安全安心に自
分らしく暮らせる地域づくり

基本目標4

地域の見守りと災害への備え
～安心して暮らせる地域づくり～

基本目標2

福祉教育・地域交流・ボランティア活動
の活性化～地域や暮らしに関心を向け、
支え合いの輪を広げる人づくり～

基本目標2

地域や福祉への関心を広げ、支え合いの
輪を広げる人づくり

基本目標3

分野・領域を越えた相談支援体制の整備
～連携構築と周知啓発～

基本目標3

困りごとを抱える人に寄り添い、支える
総合・包括的な相談・支援体制づくり
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㸵㸬㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬との対↷について
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ています。
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担い手とᒃሙᡤの☜ಖ、඘ᐇ㹼͆みんな͇

が地域に関ࢃる環境づくり㹼

ᇶᮏ目標㸯

人と人がつながり、ㄡもがᏳ඲Ᏻ心に自

分らしく暮らࡏる地域づくり
ᇶᮏ目標４

地域の見Ᏺりと⅏ᐖへのഛえ

㹼Ᏻ心して暮らࡏる地域づくり㹼

ᇶᮏ目標㸰

福祉教育・地域交ὶ・ボランティア活動の

活性化㹼地域や暮らしに関心を向け、支え

ྜいの㍯を広げる人づくり㹼

ᇶᮏ目標㸰

地域や福祉への関心を広げ、支えྜいの

㍯を広げる人づくり

ᇶᮏ目標㸱

ᅔりࡈとをᢪえる人にᐤりῧい、支える

⥲ྜ・ໟᣓ的な┦ㄯ・支援体ไづくり

ᇶᮏ目標㸱

分㔝・㡿域を越えた┦ㄯ支援体ไのᩚഛ㹼

連携ᵓ⠏と࿘▱啓発㹼

➨ 2期㔩▼ᕷ地域福祉ィ⏬➨ 3期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬
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１１．．第第 22期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画にに対対すするる最最終終評評価価  

平平１１））第第 22期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画中中間間評評価価委委員員にによよるる外外部部評評価価  

第 2期活動計画の基本目標の見直しを図ることを目的に、令和 6年 4月から 6月にか

けて中間評価委員会を実施しました。中間評価によって、残りの第 2期活動計画期間中

に推進を強化する目標を絞り込み、「推進強化目標」として整理しました。 

新たに設定した「推進強化目標」に対して、令和 6年度から令和 7年 6月までの取り

組みも含めて最終評価を行いました。第 2 期活動計画中間評価委員に再度協力を求め、

令和 7年 7月から 8月にかけて委員に対してヒアリングを行いました。その結果につい

て下記のとおり記載します。 

 

中間評価委員名簿 

NNoo  氏氏名名  選選出出母母体体及及びび役役職職  

1 小笠原 サキ子 
結の便利屋・おとなりさん倶楽部 理事 

社会福祉法人理事 学識経験者 

2 齊藤 敦子 社会福祉法人岩手徳栄会 三峯の杜 施設長 

3 佐藤 道子 釜石市民生委員児童委員協議会平甲子地区） 

4 澤田 アキ子 市民後見人、学識経験者 

5 高橋 大輝 
認定 NPO法人 Plus One Happiness 副理事長 

釜石広域基幹相談支援センター センター長 

6 古川 幹敏 鵜住居地域会議議長 新川原町内会 会長 

7 宮崎 敏子 おとなりさん倶楽部 代表理事 

8 村上 貴美子 
主任児童委員平南釜石地区） 

不登校ひきこもり当事者・家族の相談支援従事者 

 

１１））第第２２期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画にに対対すするる最最終終評評価価  

第第２２期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画  最最終終評評価価  平平地地域域住住民民版版））  

基基本本目目標標１１  住住民民主主体体のの地地域域福福祉祉活活動動のの活活性性化化  

推推進進強強化化目目標標  

町内会やボランティア団体は住民同士の交流の意義を理解し、地域住民へ参加を働きか

ける。平情報発信、若い世代の参加受入れなど） 

ここれれままででのの  果果  

・（平おとなりさん倶楽部の活動に関して）活動件数が増加している。高齢化による生活支

援ニーズの増加もあるが、活動者と社協 SCが連携しながら可能な限り要望に応えてき

たことが大きい。介護事業所がサービス提供を辞めていく中、ボランティアとして少し
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・転勤して知り合いもいない、病院、買い物の場所がわからない、土地勘がないと孤立し

ている世帯がある。 

・子育て支援の窓口はあるものの、養育年齢が低ければ低いほど、なかなか相談窓口には

行くことはできない。子育ての不安などを吐き出せる窓口があることを知らないこと

が多い。 

【教育面】 

・市内の小学校で医療的行為平クローン病や一型糖尿病）を理由に通学できなかったケー

スがある。これまで許されていた自己注射が校内で認められず、公民館を学習の場とし

て活用したケースなど。「医療と福祉と教育」の連携、相互窓口が必要ではないか。 

・就労中に低学年の子が一人で残ることを心配し、学童を利用するためにダブルワークを

行う世帯もある。保護者の不安を軽減するために地域で見守る仕組みがあっても良い。

実際に主任児童委員間の横のつながりを生かして複数の関係者が関わって対応してい

るケースもある。市内にフリースペース、フリースクールがないことも影響しているの

では。全国的には不登校の保護者支援(就労支援)をしているケースがある。 

・児童の中には家族以外との関わりを持てないケースもあり、丁寧な対応も必要。 

・居場所を作っても交通手段の確保や外に出たくても出られない人がいることも理解し

ておく必要がある。 

・応援センターで対応できているところはあると思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・実際に何かあった時は頼ってほしいが、反面、人の遠慮が邪魔をするようだ。 

・一人暮らし高齢者が多い。認知症の方もいる。万が一何かあった時のために見守りが必 

要。組織立って行うことも必要だし、個々人での関わり合いがあれば自然と声掛けがで 

きると思う。実際には近所でのトラブル、人付き合いが悪い人も出てきている。町内会 

に入らない人、すぐ引っ越しがあって出入りのある人だと情報も掴めず、気になるが状 

況把握が難しい。 

 

【相談窓口全般】 

・相談窓口一覧表はあるが、活用できていないのではないか。 

・市民全体への周知も必要だが、関係機関、住民を支援するより深く知っておく必要があ

る。支援者は様々な関係機関と連携し、Hub 的な役割を担い、中間支援・コーディネー 

トを丁寧に行う必要がある。 

・住民をいかに社会の中で孤立させないことが大切。言葉で「孤立させない」ことは簡単

だが、リアルタイムでニーズをキャッチし、一緒に考えていく姿勢が必要となる。地域

の中で気軽に集まれる場があること、作ることが必要ではないか。 

・様々な場に出向き、住民の声に耳を傾ける。また、「相談に行きたいけど行けない」「相

談したいけどできない」こと方がいることを理解することも必要ではないか。 
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はニーズのカバーができているだろうか。3つの種別平買い物・ゴミ出し・草取り）が

あるため、ボランティアが自分のできることで参加できる仕組みになっていることも

大きいと感じている。 

・（平チームオレンジくりはしの結 について）昨年 6月頃から準備をはじめ、運営母体を

どうするか紆余曲折があったが、地区生活応援センターが中心となり、栗橋地区全域の

取り組みとして実施することができた。⇒（もう少し自主的な取り組みにしても良かっ

たのではないか、と感じている。立ち上げに関し、当初は主体を老人クラブにするか、

と考えていたが地域自体の課題であると捉え、町内会全体で講座も含め参画すること

ができ、お互いに見守りあう・支えあう意識がさらに向上されたように感じている。オ

レンジカフェを 5 月から月に 1 回、従来活動であったカラオケ会と並行開催すること

にした。認知症当事者の参加もあり、当初は反応等も薄かったが、少しずつ表情も豊か

になり、最近はカラオケまで披露するように変化している。⇒今ある活動に少しの工夫

をするだけで、多様な住民の参加が得られることを改めて実感した。 

・（平栗林地区の結いの便利屋）活動は 10年を越え、会員の加齢も続く中、後期高齢者の参

加者が増えている。特に口コミでの広報力が大きく、「平結いの便利屋が）心の拠り所に

なるから一緒に行こう」と声を掛けられた、といって最近参加するようになった方もい

る。中には体調等を崩され、一時的に入院する参加者等もいるが、結いの便利屋通信を

発行しつながりを切らない、在宅復帰しても変わらず参加できるように努めている。 

・毎月 15日に公民館だよりが市の広報と一緒に配布され、特に高齢者には一定以上の周

知力がある。 

・市と国際交流協会は釜石にいる外国籍との交流機会を定期的に創出しているが、それ以 

外の活動はほとんど見受けられない。 

・根浜の草刈り、うのすまいトモスの祈りのパークの草刈り、清掃、花植え活動、公園清

掃など様々な活動が行われている。これらの活動は町内会報を活用して周知している。 

・高齢化は目立つが私の町内会では若い世代も草刈り作業には参加してくれている。公園

清掃には子どもたちも来てくれている。 

・毎年、町内会役員が変わる。町内会は街灯の管理のために立ち上がって、今年で 22年

になる。町内会の取り組みは公園 2か所の清掃と総会のみ。 

・町内で目の不自由な方がいて、近所で色々とお手伝いしている。除雪等 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・地域により主体・団体の充足度に偏りがあると感じる。 

・次の世代の方に参加を呼び掛けるのであれば、SNSの活用は絶対。市民の目につくこと 

が大事。 

・宣伝のためにイベント等に参加することも必要になるか。 

・「後継者がいない」という課題だけで終わらせず、機能が継続する方法を考える。 

・外国籍の方の人口増が予想されるため、彼らも地域住民として地域活動に積極的に参加 
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を呼び掛ける。また、一緒に活動したこと等を積極的に発信する。 

・チームオレンジなど何か活動があっても個人任せ。出る人は出る。町内会として PRし

て参加、ということができていないところが多いのではないか。 

・町内会の担い手がいない。高齢で動きが難しく、会長・事務局の方の負担が大きい。 

・町内で子どもが少なくなり、公園の活用が今後どうなるか。 

・自治会ないところの住民同士の交流。 

・地域全体が高齢化してくなか、今ある活動を継続することももちろん大切であるが、支

えあう・気に掛け合う意識を次世代にどうつなげていくか、これから考えていかなけれ

ばいけない。 

・人目に付くような周知の努力は必要。平ＳＮＳでも、紙媒体でも） 

 

推推進進強強化化目目標標  

気軽に集える場での１００歳体操や趣味活動、サロンなどの活動に積極的に取り組む。 

ここれれままででのの  果果  

・平保護猫・動物愛護・動物福祉に関連して）毎年実施してきたセラピードッグのイベン 

トに今回から手仕事マルシェを併せた。多様な方に来て・見て・触れてもらうことが狙

い。福祉まつりが参考になった。平大船渡の林野火災で）ペット同伴避難が注目された。

ペット同伴可の避難所を整備するには時間がかかることも明らかとなったため、今回

の避難所運営を通して見えてきた課題を整理し、次の災害発生時に活かしていかなけ

ればならない平同伴避難者の受け入れは義務付けられている）。平今回のペット同伴避難

のテレビ特集を見た方から）団体に対する寄付等があった。取り組みを発信することで

活動の財源を確保できる等、活動の安定化を図ることができる。 

・各町内会単位で活動が広まっていると感じる。身体の動く人は各々趣味や体操などに参

加している。 

・自宅を開放してクラフトサロンを開催。人数制限なく、参加者全員が先生になってもら

っている。 

・普段参加する方が来ないときは、様子伺いをしている。 

・体が不自由な方平脳梗塞）も参加している。以前は送迎していたが、自分の負担になっ

たので、今は自力で来てもらっている。 

・体調を崩した時期を経験し、開催側も体に気を付けて実施している。 

・口コミ効果の影響は大きい。 

・参加したサロンを通して別の活動を知ることにつながった。例：会場に掲示されていた

ヨガ教室・エアロビクス教室など 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

平震災の影響等もあり）企業や施設が同地区に増え、もともと狭い市道が多い中でトラッ

ク等の交通量が増えたことにより、高齢者等が安全に通行できる道路が減少した。 
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⇒近所の方であれば、自宅の敷地内に戻るまで同行するようにしている。 

・道路の安全点検平とくに市道）やシルバーゾーンやグリーンゾーンの設置を地域会議に

要望した。 

・100歳体操は趣味活動とは異なって、誰かが中心になってくれないと活動が難しい面も

ある。高齢化が進み、足腰の悪い方、体調が優れない方も出てきて、中心的に活動を進

めてくれる方が不足している。元気な方は自分で仕事や畑仕事などを持っていたりして

参加しない。 

・人数が多いと参加しづらいと感じる方もいる。 

・サロンを手伝ってくれるボランティアがいてくれると助かる。参加しながら運営を支え

てもらいたい。 

・新しい住民活動の立ち上げ 担い手探しが大変。 

・「参加したい」入口をどうすればよいか。 

・まつくらサロンは会場が 2階なので、会場の環境によって参加できない方もいる。 

 

基基本本目目標標２２  多多様様なな主主体体がが連連携携・・協協働働ででききるる仕仕組組みみのの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

相談支援窓口について理解を深め、地域での見守りや日頃の挨拶などを通じて、気になる

ことや不安に感じることがある場合は関係機関へ伝える。 

ここれれままででのの  果果  

・登下校中の小学生は比較的声を掛けてくれる。お互いに声を掛けあえれば良い。 

・ご近所で一人暮らしの高齢者がいて常に気にかけている。以前、飼い犬が吠え続けてい

るので異変に感じて連絡すると、幸い、出掛けていただけだったが、近所の見守り・気

に掛け合うってそういうことだと感じた。意識をもつ住民が増えていけば良い。 

・様々な役割を担うことで色々な人から課題を聞くことができた。 

・それぞれの強みを生かして支えていくことが必要ではないか。 

・虹の会では、不登校児を抱える家族向けの勉強会を開催している。 

・主任児童委員とはどのように動けばよいか悩むときもある。 

・全国的に不登校児童生徒は増加傾向にある。 

・国勢調査を基にした岩手県内のひとり親家庭の比率を見ると、沿岸部のひとり親世帯が

多い。また釜石市は父子家庭が親と同居していない世帯が 52％に上る。 

・ひとり親世帯を取り巻く環境を社会問題としてとらえていくことが必要。 

【子育て支援】 

・公民館活動の子育て支援を通じて、子育て中の母親へ「相談先があるか。相談窓口があ

ることを知っているか」と確認した時がある。その際、保護者からは「相談先がない。

窓口へ相談することもできていない」と話していたことがあった。子育て支援活動に来

ていると、何気ない会話の中から母親の困り感を知ることができる。 
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を呼び掛ける。また、一緒に活動したこと等を積極的に発信する。 

・チームオレンジなど何か活動があっても個人任せ。出る人は出る。町内会として PRし

て参加、ということができていないところが多いのではないか。 

・町内会の担い手がいない。高齢で動きが難しく、会長・事務局の方の負担が大きい。 

・町内で子どもが少なくなり、公園の活用が今後どうなるか。 

・自治会ないところの住民同士の交流。 

・地域全体が高齢化してくなか、今ある活動を継続することももちろん大切であるが、支

えあう・気に掛け合う意識を次世代にどうつなげていくか、これから考えていかなけれ

ばいけない。 

・人目に付くような周知の努力は必要。平ＳＮＳでも、紙媒体でも） 

 

推推進進強強化化目目標標  

気軽に集える場での１００歳体操や趣味活動、サロンなどの活動に積極的に取り組む。 

ここれれままででのの  果果  

・平保護猫・動物愛護・動物福祉に関連して）毎年実施してきたセラピードッグのイベン 

トに今回から手仕事マルシェを併せた。多様な方に来て・見て・触れてもらうことが狙

い。福祉まつりが参考になった。平大船渡の林野火災で）ペット同伴避難が注目された。

ペット同伴可の避難所を整備するには時間がかかることも明らかとなったため、今回

の避難所運営を通して見えてきた課題を整理し、次の災害発生時に活かしていかなけ

ればならない平同伴避難者の受け入れは義務付けられている）。平今回のペット同伴避難

のテレビ特集を見た方から）団体に対する寄付等があった。取り組みを発信することで

活動の財源を確保できる等、活動の安定化を図ることができる。 

・各町内会単位で活動が広まっていると感じる。身体の動く人は各々趣味や体操などに参

加している。 

・自宅を開放してクラフトサロンを開催。人数制限なく、参加者全員が先生になってもら

っている。 

・普段参加する方が来ないときは、様子伺いをしている。 

・体が不自由な方平脳梗塞）も参加している。以前は送迎していたが、自分の負担になっ

たので、今は自力で来てもらっている。 

・体調を崩した時期を経験し、開催側も体に気を付けて実施している。 

・口コミ効果の影響は大きい。 

・参加したサロンを通して別の活動を知ることにつながった。例：会場に掲示されていた

ヨガ教室・エアロビクス教室など 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

平震災の影響等もあり）企業や施設が同地区に増え、もともと狭い市道が多い中でトラッ

ク等の交通量が増えたことにより、高齢者等が安全に通行できる道路が減少した。 
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・転勤して知り合いもいない、病院、買い物の場所がわからない、土地勘がないと孤立し

ている世帯がある。 

・子育て支援の窓口はあるものの、養育年齢が低ければ低いほど、なかなか相談窓口には

行くことはできない。子育ての不安などを吐き出せる窓口があることを知らないこと

が多い。 

【教育面】 

・市内の小学校で医療的行為平クローン病や一型糖尿病）を理由に通学できなかったケー

スがある。これまで許されていた自己注射が校内で認められず、公民館を学習の場とし

て活用したケースなど。「医療と福祉と教育」の連携、相互窓口が必要ではないか。 

・就労中に低学年の子が一人で残ることを心配し、学童を利用するためにダブルワークを

行う世帯もある。保護者の不安を軽減するために地域で見守る仕組みがあっても良い。

実際に主任児童委員間の横のつながりを生かして複数の関係者が関わって対応してい

るケースもある。市内にフリースペース、フリースクールがないことも影響しているの

では。全国的には不登校の保護者支援(就労支援)をしているケースがある。 

・児童の中には家族以外との関わりを持てないケースもあり、丁寧な対応も必要。 

・居場所を作っても交通手段の確保や外に出たくても出られない人がいることも理解し

ておく必要がある。 

・応援センターで対応できているところはあると思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・実際に何かあった時は頼ってほしいが、反面、人の遠慮が邪魔をするようだ。 

・一人暮らし高齢者が多い。認知症の方もいる。万が一何かあった時のために見守りが必 

要。組織立って行うことも必要だし、個々人での関わり合いがあれば自然と声掛けがで 

きると思う。実際には近所でのトラブル、人付き合いが悪い人も出てきている。町内会 

に入らない人、すぐ引っ越しがあって出入りのある人だと情報も掴めず、気になるが状 

況把握が難しい。 

 

【相談窓口全般】 

・相談窓口一覧表はあるが、活用できていないのではないか。 

・市民全体への周知も必要だが、関係機関、住民を支援するより深く知っておく必要があ

る。支援者は様々な関係機関と連携し、Hub 的な役割を担い、中間支援・コーディネー 

トを丁寧に行う必要がある。 

・住民をいかに社会の中で孤立させないことが大切。言葉で「孤立させない」ことは簡単

だが、リアルタイムでニーズをキャッチし、一緒に考えていく姿勢が必要となる。地域

の中で気軽に集まれる場があること、作ることが必要ではないか。 

・様々な場に出向き、住民の声に耳を傾ける。また、「相談に行きたいけど行けない」「相

談したいけどできない」こと方がいることを理解することも必要ではないか。 
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・常設的な居場所が必要ではないか。「居場所も人である。」そこにだれがいるかが、受け

手側にとって重要であることを理解する必要がある。 

・日ごろから、関係機関や専門職に相談しやすい関係性を構築していくことが住民側にと

っても必要となる。 

・住民の中には困っていても介入を望んでいない場合もある。適度な距離感を保つことが

必要となる。矛盾を感じてしまうが、支援者・関係機関は悩みながらでも関わっていか

なければならない。 

・個人情報保護の壁がある。適切な情報共有が必要ではないか。関係機関間も互いに守秘 

義務があることを理解し合うことが必要ではないか。 

・当事者にとって特別な場所を作るのではなく、当事者にとって安心できる環境、居場所

づくりを行うことが必要ではないか。 

・不登校の親へ「子どもの良いところは？」と聞くと、「ない」と答える親もいる。改め

てストレングス視点を引き出すことで親の意識の変化、子どもとの向き合い方を見つ

め直す機会になり得ると感じた。 

・相談対応では短時間での解決できるもの、シンプルに対応することも時には必要。 

・町内会で班の交流会をした。気になる人の情報交換ができた。皆さん近所で声をかけあ

いながら生活していることが分かり、とても良い機会だった。 

・近所で気になる方とお茶をした。できる範囲で交流の場を作り、続けていきたい。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・平再掲）疎外感を感じていたり、隠していたりする当事者や家族が多いと思う。オープ

ンにするには勇気がいる。 

・お互いの理解のためにも普段の見守りや声掛けが大事だと思う。 

 

推推進進強強化化目目標標  

多様な福祉的課題を抱えた当事者や家族も安心して地域活動に参加できるよう努める。

平皆が参加しやすい場所の検討、周知方法の工夫など） 

ここれれままででのの  果果  

・平再掲）ボランティアとして当事者に参加いただくことで、当人たちの社会参加のきっ

かけづくりを行うことができた。 

・（平再掲）通信高校の生徒に定期的にお掃除ボランティアを依頼し、参加してもらってい

る。 

・チームオレンジ結 に関連して、当初は「結 すること」が目的になっているように感

じていた。そんな中、「みんなが集うなら楽しい方がいい」という意見から結 式に地元

の鹿子踊りを呼びことになった。最初は太鼓と踊りだけの予定であったが、「太鼓だけだ

と寂しい」といった意見から、20代の笛の吹き手が参加し、一緒に認知症に関する講座

まで受講してくれた。また、中には中学生の孫にまで声を掛けて、講座を受講した家も
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・対個人でフォローすることも必要だが、支援を必要とする人が自立できるための仕組み

作りも必要ではないか。 

・地域の見守りに向けて組織間の連携、共通認識の醸 、具体的にどのように動くのかに

ついて検討する必要がある。本気で改善するためには、どこまで向き合うことができる

か機関の本気度が試される。 

・相談窓口や居場所を作っても、中に入れない子どももいる。実際に親に進められて子ど

も食堂に参加するも、玄関先で入れずに困っている児童がいた。声掛けをして丁寧に話

を聞くことで、子どもの気持ちを知ることができた。平集団に入ることが難しい、両親

の喧嘩にトラウマを抱えている子どもなど。） 

・「やらない」ことより「やること」の積み重ねが大事。 

・社会課題に対してソーシャルアクションを行う必要がある。 

・『子供のアドボカシーの向上』、『意思の表明、決定の支援』を行うことを重要視してほ

しい。 

・応援センター保健師の人数減で対応が難しくなってくるかもしれない。 

・市民はどこへ相談すればよいか分かっていないと思う。 

・紙ベースの「相談窓口一覧」が応援センター等に設置されていれば、保健師がいない時

間に相談あっても事務職員で対応できるようなると思う。 

 

推推進進強強化化目目標標  

民生委員児童委員の活動において、研修会や情報交換の機会には積極的に参加する。 

ここれれままででのの  果果  

・予定をみながら行ける範囲で参加している。 

・各種研修会に参加した後にＡ４判にまとめて共有していた。 

・主任児童委員が児童全般を対応するのではなく、民生委員をはじめ、地域全体で見守り

を行うことが大事ではないかと考える。 

・民生委員がすでに児童を気にしていて、民生委員視点での情報提供を受ける場合も。 

・事前に情報を共有することで、児童をより意識し見守ってくれる体制を構築することが 

必要だと考える。 

・定例会で情報交換や情報収集を行うことで、次のステップにつなげることができた。 

・どういった困った人とつながるか、名刺を作ろうという話になったが…。まだ作れてい

ない。困った人はどこに相談したらよいかわからない。相談機関、学校に不満がある人

は直接言えない。当事者から自宅へ直接相談に行くか悩んで周辺をウロウロしていた

と連絡が来た時もあった。家は教えていないはずなのに…。直接つながるきっかけを探

していた。 

・民児協事務局から名刺作 の提案はあったが…。配布時にコメントを書くなどの工夫が

できるのだろうか。困っている人に果たして届くのかどうか。 
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・民生委員の仕事はつなぐ仕事というが簡単なことではない。市とのパイプ役として活動

するか、もう一歩踏み込むべきだと話す人もいるが…、非常に悩ましい問題と感じる。 

・主任児童委員同士での研修会があまりない。研修で得た知識を共有していくことが大事

ではないかと考える。定例会では共有する時間を設けてもらっている。 

・定例会、市、ＰＴＡ、不登校児児童支援会議などに参加している。 

  

基基本本目目標標３３  地地域域やや福福祉祉にに関関心心をを持持つつ「「福福祉祉のの心心」」をを育育むむ平平福福祉祉教教育育・・福福祉祉啓啓発発））  

推推進進強強化化目目標標  

年齢、性別、心身の病気や国籍などによる差別や偏見、生活上の困りごとを解消できるよ

う、人々の多様性を理解することに努める。 

ここれれままででのの  果果  

・平おとなりさん倶楽部に関して）ボランティアとして当事者に参加いただくことで、当

人たちの社会参加のきっかけづくりを行うことができた。 

・平保護猫あんどぅ）通信高校の生徒に定期的にお掃除ボランティアを依頼し、参加して

もらっている。 

・市道脇の花に水やりをしていた時に声をかけてくれたり、水やりを手伝ってくれた外国

人もいた。鵜住居盆踊りに招待したり地域の活動に参加してもらえたりできれば良い。 

・平基本目標 1から再掲）町内で目の不自由な方がいて、近所で色々とお手伝いしている。 

・まつくらサロン（誰でも参加 OKにしている。多世代交流の場にしていきたい。 

・外国籍の方が時々近所に来ていて、声をかけるようにしている。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・お互いが目になり耳になるような意識づけを、ぜひ若い年代に持ってほしい。 

・福祉教育をワークショップ形式でできないか平対地域住民も学生も）。 

・命に触れる機会をつくる必要がある。 

・（平実母と 2人暮らしのため）自分が出掛ける際どうしても自宅に母親を一人置いていく

ことになる。特に暑い時期などは健康面の心配もあるため、ご近所の方に一時的な見守

りをお願いしてきた。こういう関係性を作れれば理想ではあるが、なかなか難しいと感

じている。⇒（優先されるべきは人の命であるはずだが、その人の遠慮が支援の妨げに

なる場合もある。また、日中であれば、住民組織等である程度カバーできる可能性もあ

るのではないか。 

・市内の企業で働く外国人が 40名ほどいる。勝手に町内会から交流を持ち掛けることは

できないようだ。（「企業への相談が必要なので市国際交流課に相談を」と聞いたことは

ある。ハードルがあるので交流はできていない。時々、マナーの問題などの話はきいた

ことがあるが、大きな問題は起きていない。 

・まつくらサロン（会場環境や利用料金の発生等の課題がある。 

・子どもの頃からの福祉教育は大事。子どもを通して保護者への理解につながると思う。 
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・学校へのアプローチを続けてほしい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

町内会やボランティア活動に児童や企業の参加を受け入れ、世代間交流の取組みに積極

的に参加する。若い世代に地域の活動の大切さを伝える。 

ここれれままででのの  果果  

・(再掲)ボランティアとして当事者に参加いただくことで、当人たちの社会参加のきっ

かけづくりを行うことができた。 

・（平再掲）通信高校の生徒に定期的にお掃除ボランティアを依頼し、参加してもらってい

る。 

・市内全体で“こども食堂”が開始。動き出したのは良いこと。小地域での実施も検討し

てみたい。 

・スクールガード、町内会の活動の中で、親子世代との繋がりも維持している。つながり

があればまた活動に参加してくれたりする。公園の草刈りには子どもたちの参加もあ

る。親子世代のつながりから、さらにその親世代は近い世代なので班長なども頼みやす

い。 

・こども食堂に関して、物価高で困っている人はいると思うので大切な活動だと思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・お互いが目になり耳になるような意識づけを、ぜひ若い年代に持ってほしい。 

・福祉教育をワークショップ形式でできないか平対地域住民も学生も）。 

・命に触れる機会をつくる必要がある。 

・生きづらさを抱えている人も参加できる場があるとよい。 

・市内全体を見ると小中学校との関わりに濃淡がある。 

・こども食堂に関しては、もう少し頻度があれば助かる世帯もあると思う。 

  

基基本本目目標標４４  地地域域のの結結びびつつききをを強強めめるる環環境境ををつつくくるる平平集集いいのの場場、、参参加加支支援援））  

推推進進強強化化目目標標  

町内会やボランティア団体は地域住民の交流、世代間交流の意義を理解し、地域へ伝える

ことに努める平情報発信、若い世代の参加、ボランティア体験の受入れなど） 

ここれれままででのの  果果  

・（平再掲）虹の会では年１回学習会を開催しているが、社協からの補助金があることで、

当事者や当事者家族に負担を強いることなく開催することができている。 

・相談会では時間に制限がないことで当事者は安心しているようだ。精神科・カウンセラ

ーは時間に制限があり、気兼ねなく相談することができない。また学校のＳＳＷは常設

ではないため、相談したいときにすぐに相談することができない。 
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・民生委員の仕事はつなぐ仕事というが簡単なことではない。市とのパイプ役として活動

するか、もう一歩踏み込むべきだと話す人もいるが…、非常に悩ましい問題と感じる。 

・主任児童委員同士での研修会があまりない。研修で得た知識を共有していくことが大事

ではないかと考える。定例会では共有する時間を設けてもらっている。 

・定例会、市、ＰＴＡ、不登校児児童支援会議などに参加している。 

  

基基本本目目標標３３  地地域域やや福福祉祉にに関関心心をを持持つつ「「福福祉祉のの心心」」をを育育むむ平平福福祉祉教教育育・・福福祉祉啓啓発発））  

推推進進強強化化目目標標  

年齢、性別、心身の病気や国籍などによる差別や偏見、生活上の困りごとを解消できるよ

う、人々の多様性を理解することに努める。 

ここれれままででのの  果果  

・平おとなりさん倶楽部に関して）ボランティアとして当事者に参加いただくことで、当

人たちの社会参加のきっかけづくりを行うことができた。 

・平保護猫あんどぅ）通信高校の生徒に定期的にお掃除ボランティアを依頼し、参加して

もらっている。 

・市道脇の花に水やりをしていた時に声をかけてくれたり、水やりを手伝ってくれた外国

人もいた。鵜住居盆踊りに招待したり地域の活動に参加してもらえたりできれば良い。 

・平基本目標 1から再掲）町内で目の不自由な方がいて、近所で色々とお手伝いしている。 

・まつくらサロン（誰でも参加 OKにしている。多世代交流の場にしていきたい。 

・外国籍の方が時々近所に来ていて、声をかけるようにしている。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・お互いが目になり耳になるような意識づけを、ぜひ若い年代に持ってほしい。 

・福祉教育をワークショップ形式でできないか平対地域住民も学生も）。 

・命に触れる機会をつくる必要がある。 

・（平実母と 2人暮らしのため）自分が出掛ける際どうしても自宅に母親を一人置いていく

ことになる。特に暑い時期などは健康面の心配もあるため、ご近所の方に一時的な見守

りをお願いしてきた。こういう関係性を作れれば理想ではあるが、なかなか難しいと感

じている。⇒（優先されるべきは人の命であるはずだが、その人の遠慮が支援の妨げに

なる場合もある。また、日中であれば、住民組織等である程度カバーできる可能性もあ

るのではないか。 

・市内の企業で働く外国人が 40名ほどいる。勝手に町内会から交流を持ち掛けることは

できないようだ。（「企業への相談が必要なので市国際交流課に相談を」と聞いたことは

ある。ハードルがあるので交流はできていない。時々、マナーの問題などの話はきいた

ことがあるが、大きな問題は起きていない。 

・まつくらサロン（会場環境や利用料金の発生等の課題がある。 

・子どもの頃からの福祉教育は大事。子どもを通して保護者への理解につながると思う。 
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・常設的な居場所が必要ではないか。「居場所も人である。」そこにだれがいるかが、受け

手側にとって重要であることを理解する必要がある。 

・日ごろから、関係機関や専門職に相談しやすい関係性を構築していくことが住民側にと

っても必要となる。 

・住民の中には困っていても介入を望んでいない場合もある。適度な距離感を保つことが

必要となる。矛盾を感じてしまうが、支援者・関係機関は悩みながらでも関わっていか

なければならない。 

・個人情報保護の壁がある。適切な情報共有が必要ではないか。関係機関間も互いに守秘 

義務があることを理解し合うことが必要ではないか。 

・当事者にとって特別な場所を作るのではなく、当事者にとって安心できる環境、居場所

づくりを行うことが必要ではないか。 

・不登校の親へ「子どもの良いところは？」と聞くと、「ない」と答える親もいる。改め

てストレングス視点を引き出すことで親の意識の変化、子どもとの向き合い方を見つ

め直す機会になり得ると感じた。 

・相談対応では短時間での解決できるもの、シンプルに対応することも時には必要。 

・町内会で班の交流会をした。気になる人の情報交換ができた。皆さん近所で声をかけあ

いながら生活していることが分かり、とても良い機会だった。 

・近所で気になる方とお茶をした。できる範囲で交流の場を作り、続けていきたい。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・平再掲）疎外感を感じていたり、隠していたりする当事者や家族が多いと思う。オープ

ンにするには勇気がいる。 

・お互いの理解のためにも普段の見守りや声掛けが大事だと思う。 

 

推推進進強強化化目目標標  

多様な福祉的課題を抱えた当事者や家族も安心して地域活動に参加できるよう努める。

平皆が参加しやすい場所の検討、周知方法の工夫など） 

ここれれままででのの  果果  

・平再掲）ボランティアとして当事者に参加いただくことで、当人たちの社会参加のきっ

かけづくりを行うことができた。 

・（平再掲）通信高校の生徒に定期的にお掃除ボランティアを依頼し、参加してもらってい

る。 

・チームオレンジ結 に関連して、当初は「結 すること」が目的になっているように感

じていた。そんな中、「みんなが集うなら楽しい方がいい」という意見から結 式に地元

の鹿子踊りを呼びことになった。最初は太鼓と踊りだけの予定であったが、「太鼓だけだ

と寂しい」といった意見から、20代の笛の吹き手が参加し、一緒に認知症に関する講座

まで受講してくれた。また、中には中学生の孫にまで声を掛けて、講座を受講した家も
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・周知面に大きな課題を感じている。民間の事業所では周知が広がっておらず、一部にし

か情報が行き渡っていない。社協のアンベニイなど、広く市民へ周知している広報など

を活用しながら、活動周知に取り組んでいただきたい。 

 

基基本本目目標標２２  多多様様なな主主体体がが連連携携・・協協働働ででききるる仕仕組組みみのの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

各種会議・研修への積極的な参加平地区センター―会議、民生委員児童委員協議会など）

を通じて、専門領域を超えて他機関の顔の見える関係づくりに努める。 

ここれれままででのの  果果  

・法人連絡協議会はあるが、他機関の方々との関わりは弱い。 

・令和 6年度に民生委員による施設見学の受け入れは行った。 

・現在、全世代型支援や包括的支援などが浸透化し、専門領域を超えた連携が重要視され

ている。以前に比べて連携は取りやすくなり、『縦割り支援』で支障を感じることは少

なくなった。現在の支援は、互いに何となく役割を理解し、情報交換している状況にあ

る。今後はそれぞれの専門領域を互いに学び、理解を深めていくことが、より連携・協

働につながる第一歩だと感じる。 

・以前、民生児童委員の集まりで、障がいについて学びを深める研修の調整を行ってもら

ったことは有難かった。地域の支え手である民生委員の方に障がいを知ってもらう機

会が少なかった。民生委員と会う機会は、障がい分野は特に少ない。今後も顔を合わせ

る機会があれば嬉しい。 

・互いに、専門領域を知る機会などを設けていくことが必要であり、枠組みを超えた集ま

りの場があればより有難いと感じる。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

地区センター会議や地域ケア個別会議などの参加構 団体にしてもらえると自ずと参画

できる。 

  

基基本本目目標標３３  地地域域やや福福祉祉にに関関心心をを持持つつ「「福福祉祉のの心心」」をを育育むむ平平福福祉祉教教育育・・福福祉祉啓啓発発））  

推推進進強強化化目目標標  

子どもから高齢者まで広く地域住民へ啓発活動に取組むための体制づくり平職員の研修、

他事業所の担当者とのネットワークづくり） 

ここれれままででのの  果果  

・キャラバンメイト養 研修には令和 6 年度に 1 名受講した。今後も職員の受講を促し

ていきたい。 

・社協と連携し、釜石高校 SSHや双葉小学校の福祉教育に携わることができ、子どもたち 

に「障がい」について考える機会を設けられて嬉しかった。 
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ある。当初は思い描いていなかった拡がりを見せ、動き出すことで生まれた副産物であ

ったと感じた事例だった。⇒後から笛の吹き手の保護者に聞いた話ではあるが、その若

い方はあまり他者と関わりたがらない子であったが、今回のことを契機に少しずつ外に

出るようになった、とのこと。平自地域の取り組みである）オレンジカフェには、いろん

な趣味や特技を持った人に出てきてもらえるよう、運営を工夫していく予定。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・（平再掲）お互いが目になり耳になるような意識づけを、ぜひ若い年代に持ってほしい。 

・（平再掲）福祉教育をワークショップ形式でできないか平対地域住民も学生も）。 

・（平再掲）命に触れる機会をつくる必要がある。 

・まつくらサロンでは（「やりたいこと」を提供しながら、いずれ住民主体の活動にしてい

きたい。 

 

基基本本目目標標５５  総総合合的的・・包包括括的的なな相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

相談支援窓口について理解を深め、地域での見守りや日頃の挨拶などを通じて、気になる

ことや不安に感じることがある場合は関係機関へ伝える。 

ここれれままででのの  果果  

・登下校中の小学生は比較的声を掛けてくれる。お互いに声を掛けあえるように。 

・ご近所で一人暮らしの高齢者がいて常に気にかけている。以前、飼い犬が吠え続けてい

るので異変に感じて連絡すると、幸い、出掛けていただけだったが、近所の見守り・気

に掛け合うってそういうことだと感じた。意識をもつ住民が増えていけばよい。 

・応援センターで対応できているところはあると思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・実際に何かあった時は頼ってほしいが、反面、人の遠慮心が邪魔をするようだ。 

・一人暮らし高齢者が多い。認知症の方もいる。万が一何かあった時のために見守りが必

要。組織立って行うことも必要だし、個々人での関わり合いがあれば自然と声掛けがで

きると思う。実際には近所でのトラブル、人付き合いが悪い人も出てきている。町内会

に入らない人、すぐ引っ越して出入りのある人だと情報も掴めず、気にはなるが状況把

握が難しい。 

・応援センター保健師の人数減で対応が難しくなってくるかもしれない。 

・市民はどこへ相談すればよいか分かっていないと思う。 

・紙ベースの「相談窓口一覧」が応援センター等に設置されていれば、保健師がいない時

間に相談があっても事務職員で対応できるようなると思う。 
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基基本本目目標標６６  権権利利擁擁護護にに関関すするる取取組組みみのの充充実実  

推推進進強強化化目目標標  

自分自身が安心して暮らせるよう財産管理のことや様々な制度・サービスの情報を積極

的に得るよう努める。平出前講座への参加、広報紙、集いの場での情報交換など） 

ここれれままででのの  果果  

 特に意見なし 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・出前講座や集いの場の活動をどこでやっているのか分からない。 

・出前講座を障がい者施設、施設の運営推進会議の場、行政、金融機関に向けやってみて

はどうか。受講することで本人らしく生活するための気付きや支援につながると思う。 

・相手からの依頼を待つのではなく、こちらからアプローチしてみてはどうか。 

・職員の 年後見制度平p63）の理解が広がれば利用者へ伝わると思う。 

・意思決定支援の重要さを分かってほしい。本人の尊重につながる。 

 

推推進進強強化化目目標標  

誰もが生活のしづらさを抱えたとしても地域で暮らし続けられる環境づくりに協力す

る。平市民後見人、日常生活自立支援事業生活支援員、チームオレンジの取組みへの参加

など） 

ここれれままででのの  果果  

・市民後見人の活動は少しずつ広がっていると思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・チームオレンジの活動は大事だと思う。ただ、何か活動があっても個人任せ。出る人は

出る。町内会として情報を広めて参加することができていないのではないか。 

・市民後見人に関して、本人への対応に意思決定支援が大事だと意識してほしい。昨年の

養 講座では手続きの仕方を気にする方が多かった印象。 

・認知症だけではなく、障がいのある方を理解するための出前講座も必要だと思う。理解

が広がれば地域の見守りにつながる。 

・チームオレンジ（甲子地区でも立ち上げてほしい。取り組みが地区別になっているので、

市全体の取り組みとして考えてほしい。 

 

基基本本目目標標７７  誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる福福祉祉ののままちちづづくくりり  

推推進進強強化化目目標標  

自然災害に対して危機意識を持ち、一人一人の実情平児童、障がい者、高齢者、ペットの

ことなど）に合わせて、行政や関係機関と協働して災害への備えに取組む。平避難訓練へ

の参加、日頃の備えなど） 
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ここれれままででのの  果果  

・市で行う避難訓練 鵜住居地区はより多くの参加があると思う。 

・民生委員として避難行動要支援者の対象者を把握している。 

・個人としてはローリングストックしている。 

・防災士の資格を所持。資格を持っている方が増え、活躍する場が広がってほしい。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・平ペット同伴避難に関し）避難もできるし、平一般避難者とペット同伴避難者を）きちん

と分けられる、が理想。 

・避難場所に逃げて終わり、という印象。これから大事なのは災害時要援護者をどうする 

か。国として各市町村の災害時避難行動要援護者の把握を努力義務として出したが、そ

れが町内会との調整が不十分だと思う。町内会は誰がどこに住んでいるか、自分たちで

把握できるが、一人ひとり、誰がどのように逃げることになっているのか市との調整が

必要。個人情報を盾にされるが、そういう問題ではないと思う。一人を複数人で声かけ

あえる環境が理想的。 

・住民対象の防災勉強会が広がってほしい。 

・栗林小学校があと数年で閉校となることから、現在は残った建物をどうするか、検討が

始まっている中で、福祉避難所として活用できないか、と先日の説明会で提案をした。

平今は避難場所に指定）ただ、トイレの改修は必須。 

・地域柄、古い公民館等は段差も多く、参加したくてもできない事情がある。ハード面に

関しては住民互助の力だけではなかなか解決できない。 

 

第第２２期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画  最最終終評評価価  平平関関係係機機関関版版））  

基基本本目目標標１１  住住民民主主体体のの地地域域福福祉祉活活動動のの活活性性化化  

推推進進強強化化目目標標  

事業所が所有する資源平人・モノ・情報など）を活かして公益事業や地域住民の交流を目

的とした事業に積極的に取組む。  

ここれれままででのの  果果  

・法人としては栗林地区の「栗っこカフェ」に隣の愛恵会と協力して参画できた。今年の

8 月にも 2 回目を開催予定。「事業所が所有する資源の活用」という点で 果だったの

ではないか。（平人、調理、会場の提供、児童の送迎など）他の法人でも同様に地域で様々

な活動が行われている。 

・おもちゃ図書館などを通して、「人と人をつなぐ」、「当事者同士をつなぐ」ことは民間

事業者でも取り組めたと感じる。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・地域バランス、地域間では差が生じていると感じる。法人がない地域もあるし、地域と

の関わりに難しさを感じている法人もある。 
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基基本本目目標標６６  権権利利擁擁護護にに関関すするる取取組組みみのの充充実実  

推推進進強強化化目目標標  

自分自身が安心して暮らせるよう財産管理のことや様々な制度・サービスの情報を積極

的に得るよう努める。平出前講座への参加、広報紙、集いの場での情報交換など） 

ここれれままででのの  果果  

 特に意見なし 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・出前講座や集いの場の活動をどこでやっているのか分からない。 

・出前講座を障がい者施設、施設の運営推進会議の場、行政、金融機関に向けやってみて

はどうか。受講することで本人らしく生活するための気付きや支援につながると思う。 

・相手からの依頼を待つのではなく、こちらからアプローチしてみてはどうか。 

・職員の 年後見制度平p63）の理解が広がれば利用者へ伝わると思う。 

・意思決定支援の重要さを分かってほしい。本人の尊重につながる。 

 

推推進進強強化化目目標標  

誰もが生活のしづらさを抱えたとしても地域で暮らし続けられる環境づくりに協力す

る。平市民後見人、日常生活自立支援事業生活支援員、チームオレンジの取組みへの参加

など） 

ここれれままででのの  果果  

・市民後見人の活動は少しずつ広がっていると思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・チームオレンジの活動は大事だと思う。ただ、何か活動があっても個人任せ。出る人は

出る。町内会として情報を広めて参加することができていないのではないか。 

・市民後見人に関して、本人への対応に意思決定支援が大事だと意識してほしい。昨年の

養 講座では手続きの仕方を気にする方が多かった印象。 

・認知症だけではなく、障がいのある方を理解するための出前講座も必要だと思う。理解

が広がれば地域の見守りにつながる。 

・チームオレンジ（甲子地区でも立ち上げてほしい。取り組みが地区別になっているので、

市全体の取り組みとして考えてほしい。 

 

基基本本目目標標７７  誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる福福祉祉ののままちちづづくくりり  

推推進進強強化化目目標標  

自然災害に対して危機意識を持ち、一人一人の実情平児童、障がい者、高齢者、ペットの

ことなど）に合わせて、行政や関係機関と協働して災害への備えに取組む。平避難訓練へ

の参加、日頃の備えなど） 
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・周知面に大きな課題を感じている。民間の事業所では周知が広がっておらず、一部にし

か情報が行き渡っていない。社協のアンベニイなど、広く市民へ周知している広報など

を活用しながら、活動周知に取り組んでいただきたい。 

 

基基本本目目標標２２  多多様様なな主主体体がが連連携携・・協協働働ででききるる仕仕組組みみのの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

各種会議・研修への積極的な参加平地区センター―会議、民生委員児童委員協議会など）

を通じて、専門領域を超えて他機関の顔の見える関係づくりに努める。 

ここれれままででのの  果果  

・法人連絡協議会はあるが、他機関の方々との関わりは弱い。 

・令和 6年度に民生委員による施設見学の受け入れは行った。 

・現在、全世代型支援や包括的支援などが浸透化し、専門領域を超えた連携が重要視され

ている。以前に比べて連携は取りやすくなり、『縦割り支援』で支障を感じることは少

なくなった。現在の支援は、互いに何となく役割を理解し、情報交換している状況にあ

る。今後はそれぞれの専門領域を互いに学び、理解を深めていくことが、より連携・協

働につながる第一歩だと感じる。 

・以前、民生児童委員の集まりで、障がいについて学びを深める研修の調整を行ってもら

ったことは有難かった。地域の支え手である民生委員の方に障がいを知ってもらう機

会が少なかった。民生委員と会う機会は、障がい分野は特に少ない。今後も顔を合わせ

る機会があれば嬉しい。 

・互いに、専門領域を知る機会などを設けていくことが必要であり、枠組みを超えた集ま

りの場があればより有難いと感じる。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

地区センター会議や地域ケア個別会議などの参加構 団体にしてもらえると自ずと参画

できる。 

  

基基本本目目標標３３  地地域域やや福福祉祉にに関関心心をを持持つつ「「福福祉祉のの心心」」をを育育むむ平平福福祉祉教教育育・・福福祉祉啓啓発発））  

推推進進強強化化目目標標  

子どもから高齢者まで広く地域住民へ啓発活動に取組むための体制づくり平職員の研修、

他事業所の担当者とのネットワークづくり） 

ここれれままででのの  果果  

・キャラバンメイト養 研修には令和 6 年度に 1 名受講した。今後も職員の受講を促し

ていきたい。 

・社協と連携し、釜石高校 SSHや双葉小学校の福祉教育に携わることができ、子どもたち 

に「障がい」について考える機会を設けられて嬉しかった。 
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平平２２））釜釜石石市市社社会会福福祉祉協協議議会会のの職職員員にによよるる内内部部評評価価  

令和 6年 4月から 6月にかけて行った中間評価委員会において、第 2期活動計画の基

本目標を見直し、「社会福祉協議会」、「地域住民」、「関係機関」と主体ごとに「推進強

化目標」を整理し、令和 7 年度まで取り組みを進めました。その結果を踏まえて、「進

捗状況」と「残された課題」の 2つの項目に沿って、該当する事業を担当する職員に対

して意見聴取を行いました。 

 

基基本本目目標標１１  住住民民主主体体のの地地域域福福祉祉活活動動のの活活性性化化  

推推進進強強化化目目標標  

住民主体の地域福祉活動の意義と魅力を周知し、参加の呼びかけを広く市民に行う。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・社協広報委員会を再構築する。 

・公式 SNSの見直しと開設を行う平ブログと X・Facebook）。 

・広報には社協事業に限らず、関係団体の情報も掲載する。 

ここれれままででのの  果果  

・以前は一部の担当職員のみで取り組んでいたものが多部署で協力しあい複数の職員が 

関わって広報紙を制作することができるようになった。令和 7年度からは主任級会議 

を中心に検討している。 

・公式 HPのリニューアルを行った。平令和 6年度）更新作業はこれまで 1人の職員で対 

応していたが、対応できる職員を増やすことができた。 

・広報紙に必ず 1つは地域の取り組みを掲載できるよう心掛けた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・取り組み着手ができなかった。情報発信力強化のため重点目標に据えたい。 

・充足に向けてより一層の情報発信が求められる。SNSも活用できるようになれば多様な 

関係団体、地域の住民活動の情報発信ができるようになると考える。地域福祉活動の情 

報発信に特化した住民グループ団体が作れないか検討したい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

民生委員児童委員の全体研修会の開催 

具具体体的的なな取取組組みみ  

民生委員児童委員全体研修会の開催平1回／年） 

ここれれままででのの  果果  

・関係団体の都合もあり当期間中に集合研修が開催できなかった。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・令和 7年度以降毎年、社協が主導する形で開催したい。改選期でもあるため、令和 8年
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・現在市内で活動が広がっている「チームオレンジ」が羨ましいと感じていた。チームオ

レンジは高齢者領域を対象としている。高齢者の絶対数が多いためイメージしやすく、

協力者も多い。寸劇も…。だからこそ、福祉教育の場を通して少しでも障がいについて

触れられる機会を設けられることが有難かった。子どもたちの通うクラスにも障がい

を抱える子はいる。より身近なこととして捉えてほしい。今後は、一時的な授業ではな

く、年々繰り返し行えるような取り組みを学校と作っていく必要がある。双葉小学校で

の取り組みをロールモデルとして、市内の各学校でも取り組めるように広げていけれ

ば良いと考える。福祉の裾野を広げるためにも、子どもたちの視点を広げるための取り

組みを考えていく必要がある。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

他事業所の担当者とのネットワークづくり、情報交換の機会があると良い。 

 

推推進進強強化化目目標標  

小中高校生のボランティア体験や出前講座への協力、人々のふれあいの場づくりに取組

み、地域住民が地域や福祉に関心を持てるよう働きかける。 

ここれれままででのの  果果  

・栗林小 3，4年生、鵜住居 4年生を対象にキャップハンディ体験、認知症サポーター養

 講座を実施している。 

・鵜住居公民館での「ともすカフェ」を毎月 1回開催している。 

・釜石市内中学生のフィールドワークへの受け入れに協力した。（平福祉用具、VR体験、介

護職体験など） 

・箱崎町で“出張版ともすカフェ”を実施 地域に出て行って住民と関わる機会を持つこ

とができた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・所内の体制づくり平対応できる職員を増やしていく）。 

・地域住民への啓発や交流の場づくりのために施設の外に出て活動することも大切だと

感じた。 

 

基基本本目目標標４４  地地域域のの結結びびつつききをを強強めめるる環環境境ををつつくくるる平平集集いいのの場場、、参参加加支支援援））  

推推進進強強化化目目標標  

多様な福祉的課題を抱えた当事者や家族が安心して地域参加できるよう居場所づくりに

取組む。 

ここれれままででのの  果果  

「ともすカフェ」は当事者や家族の居場所として開催している。今後はさらに場所を限定

しないで地域に出向いて展開できたらと考えている。 
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推推進進強強化化目目標標  

多様な福祉的課題を抱えた当事者や家族も安心して地域活動に参加できるような地域へ

の啓発活動に取組む。  

ここれれままででのの  果果  

・キャラバンメイト養 研修には令和 6 年度に 1 名受講した。今後も職員の受講を促し

ていきたい。 

・自分が考えるひきこもり視点にも通じるが…、新たに始まったアウトリーチ事業もひき

こもり支援も共通して、当事者だけの支援が着目されるが、当事者支援も大事だが、家

族への支援もより丁寧に行っていく必要があると考える。現在の市内では、障害種別に

応じた、また、ひきこもり当事者会や不登校の親の会はあるが、ひきこもり家族会はな

い。家族だからこそ共感できることもあるため、家族会や集まりがあっても良い。 

・多機関連携や当事者間の連携、また情報の整理が必要と考える。そのうえで、当事者や

家族へ、当事者会、親の会、集いの場などの情報が届くような仕組み作りが必要でない

か。情報発信や広報を行うこと、当事者に届く方法に力を入れていく必要があるのでは

ないか。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

他事業所の担当者とのネットワークづくり、情報交換の機会があると良い。 

 

基基本本目目標標５５  総総合合的的・・包包括括的的なな相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

制度の狭間や複合的な課題に対応するため、関係機関とのネットワークづくりの必要性

を理解し、積極的な連携構築に努める。 

ここれれままででのの  果果  

・IWATEあんしんサポート事業に関して、社協の相談支援担当者との繋がりができた。参

画する法人が少ないので、他の法人への声掛けを行った。 

・「緊急一時避難場所提供事業」DV被害の方へのシェルター機能も有している。年に数件

ある。市包括支援センターと連携した取り組みになる。また、当初は高齢者限定だった

が、若い世代の利用もあった。その時は子ども家庭課と連携した。 

・相談自体をワンストップで受け止められるようになるに越したことはない。ただ現在の

分野でも「児童」「障害」「困窮」「高齢」など、多岐に渡り、これを一つの窓口が受け止

めることは現実的ではない。そのため専門領域を持つ関係機関が連携した『面で相談を

受け止める体制』整備が必要であると考える。対応機関を知らないから終わりではなく、

相談を受け付けた場合はきちんと繋げることもワンストップではないか。そのためには

多機関が相互に顔の見える関係性を構築することが大事であると考える。互いの専門領
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域平守備範囲）を理解した上で、顔が見える関係性を作っていくことが必要だと考える。

市内では様々な専門職平スペシャリスト）が活動している。ワンストップとしての考え

では、広い知見を持つジェネラリストが必要であると考えられるが、面の整備をするこ

とでスペシャリスト同士が互いに連携し合い、地域としての『ジェネラルな相談窓口』

につながるのではないかと考える。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

継続して他法人への働きかけも行いたい。 

 

基基本本目目標標７７  誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる福福祉祉ののままちちづづくくりり  

推推進進強強化化目目標標  

事業所の防災対策を進めるとともに、周辺地域や事業所と連携して災害時の速やかな避

難行動に努める。 

ここれれままででのの  果果  

・土砂災害洪水時、近くの保育園の避難受け入れ訓練を実施している。コロナ前に実施し

ていたものを昨年から再開した。 

・鵜住居小学校、釜石東中学校の合同防災訓練にも参加協力している。 

・地域の行事などの案内をもらうので、参加できる時は協力している。 

・災害時要援護者避難支援制度について確認したい。同事業について医療ケア児を抱える

保護者は制度自体を知らなかったと相談を受けたことがある。周知は民生委員さんが

行っているようだが、地域で活動する民生児童委員が障がいを抱えた全ての方を把握

することは難しい。事業の周知方法は改善が必要と考える。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・地域との結びつきの部分で町内会長や地域の人が代わった時のつながりの維持に課題

を感じる。 

・土砂災害の時は栗林方面に逃げることになる、栗林地区の皆さんとの繋がりを普段の交

流などから作っていきたい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

災害時には事業所が所有する経験・スキル・資源を活用して被災者の支援活動に協力す

る。 

ここれれままででのの  果果  

過去に近くの保育園の避難受け入れを行ったが、これに該当すると思われる。 
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推推進進強強化化目目標標  

多様な福祉的課題を抱えた当事者や家族も安心して地域活動に参加できるような地域へ

の啓発活動に取組む。  

ここれれままででのの  果果  

・キャラバンメイト養 研修には令和 6 年度に 1 名受講した。今後も職員の受講を促し

ていきたい。 

・自分が考えるひきこもり視点にも通じるが…、新たに始まったアウトリーチ事業もひき

こもり支援も共通して、当事者だけの支援が着目されるが、当事者支援も大事だが、家

族への支援もより丁寧に行っていく必要があると考える。現在の市内では、障害種別に

応じた、また、ひきこもり当事者会や不登校の親の会はあるが、ひきこもり家族会はな

い。家族だからこそ共感できることもあるため、家族会や集まりがあっても良い。 

・多機関連携や当事者間の連携、また情報の整理が必要と考える。そのうえで、当事者や

家族へ、当事者会、親の会、集いの場などの情報が届くような仕組み作りが必要でない

か。情報発信や広報を行うこと、当事者に届く方法に力を入れていく必要があるのでは

ないか。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

他事業所の担当者とのネットワークづくり、情報交換の機会があると良い。 

 

基基本本目目標標５５  総総合合的的・・包包括括的的なな相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

制度の狭間や複合的な課題に対応するため、関係機関とのネットワークづくりの必要性

を理解し、積極的な連携構築に努める。 

ここれれままででのの  果果  

・IWATEあんしんサポート事業に関して、社協の相談支援担当者との繋がりができた。参

画する法人が少ないので、他の法人への声掛けを行った。 

・「緊急一時避難場所提供事業」DV被害の方へのシェルター機能も有している。年に数件

ある。市包括支援センターと連携した取り組みになる。また、当初は高齢者限定だった

が、若い世代の利用もあった。その時は子ども家庭課と連携した。 

・相談自体をワンストップで受け止められるようになるに越したことはない。ただ現在の

分野でも「児童」「障害」「困窮」「高齢」など、多岐に渡り、これを一つの窓口が受け止

めることは現実的ではない。そのため専門領域を持つ関係機関が連携した『面で相談を

受け止める体制』整備が必要であると考える。対応機関を知らないから終わりではなく、

相談を受け付けた場合はきちんと繋げることもワンストップではないか。そのためには

多機関が相互に顔の見える関係性を構築することが大事であると考える。互いの専門領
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平平２２））釜釜石石市市社社会会福福祉祉協協議議会会のの職職員員にによよるる内内部部評評価価  

令和 6年 4月から 6月にかけて行った中間評価委員会において、第 2期活動計画の基

本目標を見直し、「社会福祉協議会」、「地域住民」、「関係機関」と主体ごとに「推進強

化目標」を整理し、令和 7 年度まで取り組みを進めました。その結果を踏まえて、「進

捗状況」と「残された課題」の 2つの項目に沿って、該当する事業を担当する職員に対

して意見聴取を行いました。 

 

基基本本目目標標１１  住住民民主主体体のの地地域域福福祉祉活活動動のの活活性性化化  

推推進進強強化化目目標標  

住民主体の地域福祉活動の意義と魅力を周知し、参加の呼びかけを広く市民に行う。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・社協広報委員会を再構築する。 

・公式 SNSの見直しと開設を行う平ブログと X・Facebook）。 

・広報には社協事業に限らず、関係団体の情報も掲載する。 

ここれれままででのの  果果  

・以前は一部の担当職員のみで取り組んでいたものが多部署で協力しあい複数の職員が 

関わって広報紙を制作することができるようになった。令和 7年度からは主任級会議 

を中心に検討している。 

・公式 HPのリニューアルを行った。平令和 6年度）更新作業はこれまで 1人の職員で対 

応していたが、対応できる職員を増やすことができた。 

・広報紙に必ず 1つは地域の取り組みを掲載できるよう心掛けた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・取り組み着手ができなかった。情報発信力強化のため重点目標に据えたい。 

・充足に向けてより一層の情報発信が求められる。SNSも活用できるようになれば多様な 

関係団体、地域の住民活動の情報発信ができるようになると考える。地域福祉活動の情 

報発信に特化した住民グループ団体が作れないか検討したい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

民生委員児童委員の全体研修会の開催 

具具体体的的なな取取組組みみ  

民生委員児童委員全体研修会の開催平1回／年） 

ここれれままででのの  果果  

・関係団体の都合もあり当期間中に集合研修が開催できなかった。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・令和 7年度以降毎年、社協が主導する形で開催したい。改選期でもあるため、令和 8年
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基基本本目目標標４４  地地域域のの結結びびつつききをを強強めめるる環環境境ををつつくくるる平平集集いいのの場場、、参参加加支支援援））  

推推進進強強化化目目標標  

地域住民の集いの場づくりを推進する平既存団体の支援と新規立上げ支援） 

具具体体的的なな取取組組みみ  

既存の活動団体を支える活動 

平再掲）社協生活支援コーディネーターの活動 

・住民活動訪問平目標値：各地区 3件／月） 

・面談・調整平目標値：各地区 10件／月） 

・生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件／月） 

・新たな社会資源の開発平子ども食堂、サロン、100歳体操など）各地区：1団体／年） 

ここれれままででのの  果果  

・成均値については基本目標 2の 果を参照 

地域の実情に応じて生活支援コーディネーターの動き方は異なるため、単純に数値で

比較することは避けたい。住民活動への訪問を通して担い手のフォローや補助金の利

用支援などの運営支援を継続できている。 

・令和 6年度に新たに立ち上がった社会資源は次のとおり 

甲子：かっしこども食堂、中妻：なかよし食堂平地域食堂）、中妻健康マージャン倶楽

部、男の○○倶楽部、釜石：駒木町内会お楽しみ会平サロン）、唐丹：唐丹はぐるまの

会平地域食堂）、鵜住居：うのたみ食堂平こども食堂）、栗橋：栗っこカフェ平こども食

堂）、チームオレンジくりはし平認知症支援） 

令和 5 年度小佐野地区から始まった“こども食堂”の取り組みが市内各地区に展開さ

れた。新たな社会資源の開発については、地区生活応援センターをはじめ様々な関係機

関と連携・協働しながら取り組みを進めている。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・活動立ち上げから年数が経った団体も増えていることから活動の継続についてフォロ

ーが必要な場面も増えてくる。高齢化が進む中で、地域住民主体の介護予防活動、支え

合い活動を推進の必要性はますます高まっていることから、生活支援コーディネータ

ーは住民活動への訪問を通じて団体が抱えている課題を把握したり、担い手のフォロ

ーをこれからも行っていく。 

・生活支援コーディネーターが配置されて以降平成 29年度～）毎年新しい社会資源が

各地区で立ち上がっている。これからも地域の福祉課題の把握や地域住民の「○○をし

てみたい！」という想いにアンテナを張り、社会資源開発に力を入れていきたい。 
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1月～2月頃を予定したい。 

・民生委員の皆さんからもどのようなテーマが良いか声を上げてもらえるような工夫を

したい。民児協評議員会を数年ぶりに開催できた。対応できる職員も増えたため推進力

は上がったと感じる。 

 

推推進進強強化化目目標標  

赤い羽根共同募金や社協会費に係る課題の対応 

具具体体的的なな取取組組みみ  

赤い羽根共同募金および社協会費に関する検討会議を行う。 

ここれれままででのの  果果  

民生委員へのアンケートの結果により、社協会費の対応については重点課題となった。民

生委員の働きかけもあり、町内会一括納入は近年多くなってきた。社協会費と比べると赤

い羽根共同募金は町内会一括納入の地域は少ない。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・今後も町内会一括納入への切り替えを進めていきたい。 

・町内会一括納入だと加入率は上がるが、金額が下がるほか、一人一人が協力していると

いう意識の部分が薄れていく懸念はある。また新たな工夫を考える必要がある。 

・今後も社協会費の意義をご理解いただけるよう、地域の実情を把握しながら民生委員や

地域の皆様への説明をしていきたい。併せて社協の取り組みの周知強化も必要。 

 

基基本本目目標標２２  多多様様なな主主体体がが連連携携・・協協働働ででききるる仕仕組組みみのの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

生活支援コーディネーターは地域の福祉的な課題の把握に努め、各地区生活応援センタ

ーに働き掛け各地区で「生活応援センター会議」が開催されるよう努める。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・全ての地区で「生活応援センター会議」が開催される。 

・社協生活支援コーディネーターの活動 

・住民活動訪問平目標値：各地区 3件／月） 

・面談・調整平目標値：各地区 10件／月） 

・生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件／月） 

ここれれままででのの  果果  

・令和 6年度は甲子地区平2回）、中妻地区平5回）、釜石地区平2回）、鵜住居地区平1回）

での開催に限られた。平※鵜住居地区は地域ケア個別会議の位置づけである。小佐野地

区は令和 5年度に開催している。）開催した地区では、地域の見守りや防災、こども食

堂、福祉的課題を抱える対象者についてのケース検討など地域が抱える課題について
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関係者と話し合いを進めることができた。 

・社協生活支援コーディネーターの活動 ※令和 6年度実績から地区別月成均値を算出 

【住民活動訪問平目標値：各地区 3件／月）】 

 甲子:2.7 小佐野:2.0 中妻:1.8 釜石:3.3 成田:3.6 唐丹:3.2 鵜住居:1.6 栗

橋:4.2 

【面談・調整平目標値：各地区 10件／月）】 

 甲子:12.8 小佐野:16.8 中妻:24.3 釜石:17.2 成田:18.3 唐丹:12.4 鵜住

居:12.3 栗橋:14.1 

【生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件／月）】 

 甲子:12.3 小佐野:15.4 中妻:11.8 釜石:4.0 成田:10.9 唐丹:7.4 鵜住居:6.9 

栗橋:4.5 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・生活支援コーディネーターは第 2 層協議体の意義を理解し、多様な主体による地域課

題の検討、そして活動への展開を意識すること、日頃の活動を通じた地域課題の把握と

生活応援センターや関係者に説明できる力が求められる。 

・地域の実情に応じて生活支援コーディネーターの動き方は異なるため、単純な数値比較

では評価できないことは前提としたい。第 2層協議体平地区センター会議）の開催を各

地区で進めていくためにも地域の実態把握に努めていくことが求められる。 

  

基基本本目目標標３３  地地域域やや福福祉祉にに関関心心をを持持つつ「「福福祉祉のの心心」」をを育育むむ平平福福祉祉教教育育・・福福祉祉啓啓発発）） 

推推進進強強化化目目標標  

福祉教育出前講座を継続できるような仕組みづくり 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・社協が関わっている小中高等学校に対する事業周知平プログラムメニュー表の作 ） 

・他社会福祉法人の活動状況の把握平各学校での活動状況、担当者、課題など） 

ここれれままででのの  果果  

・プログラムメニュー表を作 し、学校との打ち合わせの際に使用できるようになった。 

・福祉教育出前講座を他法人や関係団体と連携して実施することができた。平双葉小学校

4年生の総合学習や認知症サポーター養 講座）それによって他機関の福祉教育の取り

組みについて把握することができた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・プログラムメニュー表を活用して、毎年春先に市内の小中高等学校と関わりを作り、継

続的な取り組みができるよう努めたい。 

・福祉教育に携わる他法人や関係機関の活動状況把握に努め、実務者のネットワークづく 

りに取り組みたい。他機関や学校の取り組みを集約し、他機関の担当者や学校の先生方 

に共有できる仕組みを構築することで、市内で一体的に福祉教育に取り組める環境づ 
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くりを推進したい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

釜石市ふれあい福祉まつりの持続可能な体制づくり 

具具体体的的なな取取組組みみ  

体制の見直し検討を行い、所内および関係団体との調整に取組む。 

ここれれままででのの  果果  

・従前の実行委員会体制を見直し、釜石市・釜石広域基幹相談支援センターとの 3者連携

による実務者会議を柔軟に開催する方向性へシフトした。それにより令和 7 年度の福

祉まつりは動き出しが早く、また、参加団体や関係者への連絡調整の一部を協働相手に

対応していただくことで、事務局の負担軽減につながるだけでなく、新規参加団体の増

加につながった。 

・装飾作業を関係事業所にも協力を求めたことで事務局の負担を軽減することができた。 

・社協内での体制づくり平主任級での協力体制）が進んだことで担当職員の負担も軽減さ

れた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・釜石市、釜石広域基幹相談支援センターとの３者連携による体制で生じた課題がないか

振り返りを行い、次年度以降、持続可能な体制づくりを目指していきたい。 

・社協内での役割分担が進み、今後複数の職員が経験値を重ねていく中で持続可能な体制 

づくりを目指していきたい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

ボランティアに関する情報発信力の強化 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・（平再掲）公式 SNSの見直しと開設を行う平ブログ・X・Facebook）。 

・（平再掲）広報には社協事業に限らず、関係団体の情報も掲載する。 

ここれれままででのの  果果  

広報紙において、ボランティア団体、町内会の活動などを紹介する記事を掲載することが 

できた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・公式 SNSの見直しについては着手できなかった。社協内での協議に取り組みたい。 

・市内の社会福祉事業所の取り組み、多様な主体が関わる事例は積極的に PRできるよう 

にしたい。年 2回の広報紙だけでは限界があるため、新たな PR方法を模索したい。 
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関係者と話し合いを進めることができた。 

・社協生活支援コーディネーターの活動 ※令和 6年度実績から地区別月成均値を算出 

【住民活動訪問平目標値：各地区 3件／月）】 

 甲子:2.7 小佐野:2.0 中妻:1.8 釜石:3.3 成田:3.6 唐丹:3.2 鵜住居:1.6 栗

橋:4.2 

【面談・調整平目標値：各地区 10件／月）】 

 甲子:12.8 小佐野:16.8 中妻:24.3 釜石:17.2 成田:18.3 唐丹:12.4 鵜住

居:12.3 栗橋:14.1 

【生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件／月）】 

 甲子:12.3 小佐野:15.4 中妻:11.8 釜石:4.0 成田:10.9 唐丹:7.4 鵜住居:6.9 

栗橋:4.5 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・生活支援コーディネーターは第 2 層協議体の意義を理解し、多様な主体による地域課

題の検討、そして活動への展開を意識すること、日頃の活動を通じた地域課題の把握と

生活応援センターや関係者に説明できる力が求められる。 

・地域の実情に応じて生活支援コーディネーターの動き方は異なるため、単純な数値比較

では評価できないことは前提としたい。第 2層協議体平地区センター会議）の開催を各

地区で進めていくためにも地域の実態把握に努めていくことが求められる。 

  

基基本本目目標標３３  地地域域やや福福祉祉にに関関心心をを持持つつ「「福福祉祉のの心心」」をを育育むむ平平福福祉祉教教育育・・福福祉祉啓啓発発）） 

推推進進強強化化目目標標  

福祉教育出前講座を継続できるような仕組みづくり 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・社協が関わっている小中高等学校に対する事業周知平プログラムメニュー表の作 ） 

・他社会福祉法人の活動状況の把握平各学校での活動状況、担当者、課題など） 

ここれれままででのの  果果  

・プログラムメニュー表を作 し、学校との打ち合わせの際に使用できるようになった。 

・福祉教育出前講座を他法人や関係団体と連携して実施することができた。平双葉小学校

4年生の総合学習や認知症サポーター養 講座）それによって他機関の福祉教育の取り

組みについて把握することができた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・プログラムメニュー表を活用して、毎年春先に市内の小中高等学校と関わりを作り、継

続的な取り組みができるよう努めたい。 

・福祉教育に携わる他法人や関係機関の活動状況把握に努め、実務者のネットワークづく 

りに取り組みたい。他機関や学校の取り組みを集約し、他機関の担当者や学校の先生方 

に共有できる仕組みを構築することで、市内で一体的に福祉教育に取り組める環境づ 
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基基本本目目標標４４  地地域域のの結結びびつつききをを強強めめるる環環境境ををつつくくるる平平集集いいのの場場、、参参加加支支援援））  

推推進進強強化化目目標標  

地域住民の集いの場づくりを推進する平既存団体の支援と新規立上げ支援） 

具具体体的的なな取取組組みみ  

既存の活動団体を支える活動 

平再掲）社協生活支援コーディネーターの活動 

・住民活動訪問平目標値：各地区 3件／月） 

・面談・調整平目標値：各地区 10件／月） 

・生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件／月） 

・新たな社会資源の開発平子ども食堂、サロン、100歳体操など）各地区：1団体／年） 

ここれれままででのの  果果  

・成均値については基本目標 2の 果を参照 

地域の実情に応じて生活支援コーディネーターの動き方は異なるため、単純に数値で

比較することは避けたい。住民活動への訪問を通して担い手のフォローや補助金の利

用支援などの運営支援を継続できている。 

・令和 6年度に新たに立ち上がった社会資源は次のとおり 

甲子：かっしこども食堂、中妻：なかよし食堂平地域食堂）、中妻健康マージャン倶楽

部、男の○○倶楽部、釜石：駒木町内会お楽しみ会平サロン）、唐丹：唐丹はぐるまの

会平地域食堂）、鵜住居：うのたみ食堂平こども食堂）、栗橋：栗っこカフェ平こども食

堂）、チームオレンジくりはし平認知症支援） 

令和 5 年度小佐野地区から始まった“こども食堂”の取り組みが市内各地区に展開さ

れた。新たな社会資源の開発については、地区生活応援センターをはじめ様々な関係機

関と連携・協働しながら取り組みを進めている。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・活動立ち上げから年数が経った団体も増えていることから活動の継続についてフォロ

ーが必要な場面も増えてくる。高齢化が進む中で、地域住民主体の介護予防活動、支え

合い活動を推進の必要性はますます高まっていることから、生活支援コーディネータ

ーは住民活動への訪問を通じて団体が抱えている課題を把握したり、担い手のフォロ

ーをこれからも行っていく。 

・生活支援コーディネーターが配置されて以降平成 29年度～）毎年新しい社会資源が

各地区で立ち上がっている。これからも地域の福祉課題の把握や地域住民の「○○をし

てみたい！」という想いにアンテナを張り、社会資源開発に力を入れていきたい。 
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基基本本目目標標７７  誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる福福祉祉ののままちちづづくくりり  

推推進進強強化化目目標標  

関係機関・団体と連携して、住民同士の見守り活動が継続して展開できるよう支援する。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・既存の活動団体への支援と情報収集平再掲）社協生活支援コーディネーターの活動 

住民活動訪問平目標値：各地区 3件/月）、面談・調整平目標値：各地区 10件/月） 

生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件/月） 

・市事業「福祉のまちつながりサポーター養 講座」への協力平目標値：各地区 1回/年） 

・ご近所支え合いマップ作 平目標値：2地区／年） 

ここれれままででのの  果果  

・成均値については基本目標 2‐Bを参照「スクールガード」や「チームオレンジ」、「釜

石地区の見守りネットワークみなと」といった活動を通じて地域の見守り活動を推進

し、かつ気になる住民の情報を関係者に適切につなぐことができた。 

・（「福祉のまちつながりサポーター養 講座」令和 6年度の実績 

 甲子地区：1回、小佐野地区：1回、釜石地区 2回、唐丹地区：1回 

・生活支援相談員事業を軸に、毎年継続して 1，2か所地域を選定してマップ作 に取り

組んだ。マップ作りをキッカケに地域の皆さんとの繋がりが強まっただけでなく、キー

パーソンを中心にして住民交流や見守りにつながる活動を興してくださった事例が複

数生まれた。平日向復興住宅の交流会、大只越 2号や浜町での自主活動など） 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・高齢化に伴い、今後ますます地域の見守り・支え合いの重要性は増していく。一方で見

守り活動を行っている担い手の不足も課題となる。活動団体による活動は重要だが、地

域住民の意識醸 が大切である。 

・地域の見守り・支え合いや地域参加の機運を醸 していくための手法の 1つとして「福

祉のまちつながりサポーター養 講座」が挙げられる。件数のノルマというものはない

が、まずは全地区での開催を目指し、将来的には様々な対象に講座を実施したい。 

・これまで蓄積した情報、ノウハウを生活支援相談員事業が終了した後も引き継ぎ、活用

していくためにはどうすべきか検討する必要がある。 

 

推推進進強強化化目目標標  

災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施や成時からの備えを進める。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・広域社協平釜石・大槌）が行う「災害ボランティアセンター設置・運営訓練」に積極的

に参加する平1回／年） 

・災害ボランティアセンターの周知・啓発に取組む平広報紙への掲載：1回／年、学校や
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推推進進強強化化目目標標  

福祉的課題を抱える当事者や家族が安心して参加できる場づくりを推進する 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・福祉的な活動を行う社会資源との繋がりづくりに努める平社会資源のリスト作りに取組

む） 

平再掲）広報には社協事業に限らず、関係団体の情報も掲載する。 

ここれれままででのの  果果  

・社会資源リスト作 に着手することはできた。 

・広報紙において、ボランティア団体、町内会の活動などを紹介する記事を掲載すること

ができた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・リスト作 に着手はできたが本来業務の合間で作 が滞っている。情報発信、ネットワ

ーキングを展開していくためにはまず社協が社会資源を把握することが大切であると

考える。第 3期活動計画中の作り込みを目指したい。 

・市内の社会福祉事業所の取り組み、多様な主体が関わる事例は積極的に PRできるよう 

にしたい。年 2回の広報紙だけでは限界があるため、新たな PR方法を模索したい。 

 

推推進進強強化化目目標標  

上中島児童館の取組みを通じて、児童の居場所づくりや他世代交流の活動を推進する。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・地域住民や関係機関への情報発信に努める。平広報紙、SNS） 

・児童の居場所づくりや親子のふれあい、他世代交流のための企画を検討する 

ここれれままででのの  果果  

・インスタグラム平フォロワーは現在 133人） 

上中島こども園や周辺の児童施設との協働事業を行ったことでフォロワーが増えた。 

社協広報紙平年 2回）で広く情報を発信することができた。 

各地区生活応援センターや小学校にもイベントのポスターを手作りで制作して掲示し

ていただいた。手作りにすることで子どもたちにも関わってもらうことができた。 

 

・上中島児童館のみならず、市内児童館や小学校での出張事業に取り組んだ。上中島児童 

館では継続して利用してもらえるようなサークル活動にも着手した。平手芸、音楽、カ 

ードゲームなど）月に 1 回以上のペースで様々なイベントを開催し、親子で楽しめる

企画を実施した。子どもだけでなく保護者も一緒に利用されることが少しずつ増えて

きている。社協事業 配食サービスの利用者にお手紙や折り紙のプレゼントを継続し

ている。配食サービス利用者の家族を通じてレスポンスがあり、とても喜んでもらって

いることが分かり励みになっている。今後も様々な機会を通じて地域の方と繋がれた
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ら良いと思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・学年が変わり、子どもたちの環境が変わっても継続して利用してもらえるための工夫を

検討する必要。 

・出前児童館で他地区の小学校で事業を行ってみたが、「こういう機会は初めてで、また

お願いしたい」という声もある。他の地域への展開も視野に検討していきたい。 

 

基基本本目目標標５５  総総合合的的・・包包括括的的なな相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

平くらし・しごと相談所）他部署・関係機関と連携しながら生活課題を抱えた方の相談に

応じ、適切な支援を行う。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

他機関が参加する会議や研修会には積極的に参加し、顔の見える関係づくりに努める。 

ここれれままででのの  果果  

年間を通じて多様な会議等に出席し、顔の見える関係づくりに努めた。 

【出席している会議平就労支援部会、釜石圏域ネットワーク会議、こころサポート実務者

連絡会、釜石市雇用定住総合サポート事業運営協議会、釜石大槌地域医療介護福祉多職種

連携の会平OK スクラムねっと）平県立釜石病院）、岩手若者ステップアップ支援事業連絡

会議、生活保護査察指導員等会議）】 

これにより地域包括支援センターや生活応援センターからの情報提供や連携して対応す

るケースが増えた。生活課題を抱えた方の相談に応じることができるようになったので

はないかと考える。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・自分たちの役割を他機関が担っていたり、反対に、対応できる範囲を超えた役割を求め

られたりすることもある。関係機関、地域住民に対して制度の理解、役割について理解

いただくことが課題と考える。関係機関からの繋ぎがほとんどである。 

・新たな課題として外国人の定住・就労に関する対応があった。新しい福祉課題に対する

繋ぎ先の情報把握や連携の体制を構築しておく必要がある。 

・制度の狭間の問題について課題となっている。平制度利用につながるまでの対応、食糧

支援や貸付等の支援が制度上使えない方の対応、ゴミ屋敷や精神疾患の方への対応、地

域課題の把握と共有の仕組みづくり・体制づくり） 

  

基基本本目目標標６６  権権利利擁擁護護にに関関すするる取取組組みみのの充充実実  

推推進進強強化化目目標標 

地域住民や関係機関に向けて権利擁護に関する情報発信・啓発活動に取組む。 
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具具体体的的なな取取組組みみ  

・市民後見人養 講座を開催する平参加者目標値：20名） 

・市出前講座などの機会を活用しながら地域住民や関係機関への周知啓発活動に積極的

に取り組む。 

・ 年後見センター平目標値：1回／年） 日常生活自立支援事業平目標値：1回／年） 

ここれれままででのの  果果  

・市民後見人養 講座 15名受講し修了した。そのうち 2人が市民後見人として活動を 

スタートした。 

・一般市民に制度の認知度を広めること、地域でお互いに支え合う地域づくりという意 

味合いで市民後見人・生活支援員の養 につながる働きかけを行っている。 

・ 年後見センターでは生活支援コーディネーターや市地域包括支援センターと連携す

ることで、各地域で出前講座を開催することができた。チームオレンジ平鵜住居）、お

となりさん倶楽部研修会、市の権利擁護普及啓発事業：8地区で開催、国立釜石病院し

ゃくなげ愛育園の父母会での出前講座、福祉まつり、公民館まつり等でのポスター掲載 

・日常生活自立支援事業について福祉まつり、小佐野公民館まつりなどでのポスター掲示

を行った。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・市民後見人からは「関係する窓口平医療機関、金融機関、行政窓口など）での制度理解

や市民後見人の認知度が低い」という声がある。そうした窓口への働きかけが求められ

ている。 

・日常生活自立支援事業の紹介について、限られた職員で出前講座を行うことが難しいた 

め、他の部署とも連携しながら事業周知を行っていきたい。平民児協定例会での紹介等） 

 

推推進進強強化化目目標標  

平 年後見センター・日常生活自立支援事業） 

当事者の意思決定支援が果たされるよう、職員のスキルアップを目指す。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

研修会や情報交換会などには積極的に参加し、相談支援の対応についてスキルアップを

目指す。 

ここれれままででのの  果果  

・平 年後見センター）Zoomでの研修参加により研修機会が増え、制度の理解が深まった。 

・日常生活自立支援事業 県社協主催の研修会に積極的に参加した。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

岩手県内全体に中核機関が設置された。 年後見制度等の見直しに向けて、関係機関との

情報交換や職員のスキルアップを図りたい。 
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ら良いと思う。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・学年が変わり、子どもたちの環境が変わっても継続して利用してもらえるための工夫を

検討する必要。 

・出前児童館で他地区の小学校で事業を行ってみたが、「こういう機会は初めてで、また

お願いしたい」という声もある。他の地域への展開も視野に検討していきたい。 

 

基基本本目目標標５５  総総合合的的・・包包括括的的なな相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・強強化化  

推推進進強強化化目目標標  

平くらし・しごと相談所）他部署・関係機関と連携しながら生活課題を抱えた方の相談に

応じ、適切な支援を行う。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

他機関が参加する会議や研修会には積極的に参加し、顔の見える関係づくりに努める。 

ここれれままででのの  果果  

年間を通じて多様な会議等に出席し、顔の見える関係づくりに努めた。 

【出席している会議平就労支援部会、釜石圏域ネットワーク会議、こころサポート実務者

連絡会、釜石市雇用定住総合サポート事業運営協議会、釜石大槌地域医療介護福祉多職種

連携の会平OK スクラムねっと）平県立釜石病院）、岩手若者ステップアップ支援事業連絡

会議、生活保護査察指導員等会議）】 

これにより地域包括支援センターや生活応援センターからの情報提供や連携して対応す

るケースが増えた。生活課題を抱えた方の相談に応じることができるようになったので

はないかと考える。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・自分たちの役割を他機関が担っていたり、反対に、対応できる範囲を超えた役割を求め

られたりすることもある。関係機関、地域住民に対して制度の理解、役割について理解

いただくことが課題と考える。関係機関からの繋ぎがほとんどである。 

・新たな課題として外国人の定住・就労に関する対応があった。新しい福祉課題に対する

繋ぎ先の情報把握や連携の体制を構築しておく必要がある。 

・制度の狭間の問題について課題となっている。平制度利用につながるまでの対応、食糧

支援や貸付等の支援が制度上使えない方の対応、ゴミ屋敷や精神疾患の方への対応、地

域課題の把握と共有の仕組みづくり・体制づくり） 

  

基基本本目目標標６６  権権利利擁擁護護にに関関すするる取取組組みみのの充充実実  

推推進進強強化化目目標標 

地域住民や関係機関に向けて権利擁護に関する情報発信・啓発活動に取組む。 
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基基本本目目標標７７  誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる福福祉祉ののままちちづづくくりり  

推推進進強強化化目目標標  

関係機関・団体と連携して、住民同士の見守り活動が継続して展開できるよう支援する。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・既存の活動団体への支援と情報収集平再掲）社協生活支援コーディネーターの活動 

住民活動訪問平目標値：各地区 3件/月）、面談・調整平目標値：各地区 10件/月） 

生活応援センターとの調整平目標値：各地区 10件/月） 

・市事業「福祉のまちつながりサポーター養 講座」への協力平目標値：各地区 1回/年） 

・ご近所支え合いマップ作 平目標値：2地区／年） 

ここれれままででのの  果果  

・成均値については基本目標 2‐Bを参照「スクールガード」や「チームオレンジ」、「釜

石地区の見守りネットワークみなと」といった活動を通じて地域の見守り活動を推進

し、かつ気になる住民の情報を関係者に適切につなぐことができた。 

・（「福祉のまちつながりサポーター養 講座」令和 6年度の実績 

 甲子地区：1回、小佐野地区：1回、釜石地区 2回、唐丹地区：1回 

・生活支援相談員事業を軸に、毎年継続して 1，2か所地域を選定してマップ作 に取り

組んだ。マップ作りをキッカケに地域の皆さんとの繋がりが強まっただけでなく、キー

パーソンを中心にして住民交流や見守りにつながる活動を興してくださった事例が複

数生まれた。平日向復興住宅の交流会、大只越 2号や浜町での自主活動など） 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・高齢化に伴い、今後ますます地域の見守り・支え合いの重要性は増していく。一方で見

守り活動を行っている担い手の不足も課題となる。活動団体による活動は重要だが、地

域住民の意識醸 が大切である。 

・地域の見守り・支え合いや地域参加の機運を醸 していくための手法の 1つとして「福

祉のまちつながりサポーター養 講座」が挙げられる。件数のノルマというものはない

が、まずは全地区での開催を目指し、将来的には様々な対象に講座を実施したい。 

・これまで蓄積した情報、ノウハウを生活支援相談員事業が終了した後も引き継ぎ、活用

していくためにはどうすべきか検討する必要がある。 

 

推推進進強強化化目目標標  

災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施や成時からの備えを進める。 

具具体体的的なな取取組組みみ  

・広域社協平釜石・大槌）が行う「災害ボランティアセンター設置・運営訓練」に積極的

に参加する平1回／年） 

・災害ボランティアセンターの周知・啓発に取組む平広報紙への掲載：1回／年、学校や
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◆結果要旨 

・市内の小中高等学校および地域での取り組みについて情報共有をした。 

・学校単位、法人単位の取り組みとなっているため、市内全域で見ると濃淡が生まれて

いること、担当者の属人的な取り組みになっている現状を共有した。 

・質の向上よりも、まずは取り組みの維持（・水準の均一化を図るため情報交換の機会を

つくりたい。 

・継続的に取り組むための職員体制の確保も課題となっている。 

・小中学校の統合も視野に入れながらプログラムの見直し、法人同士の協働も検討して

いく必要がある。 

・福祉教育をキッカケにして法人や団体を越えた協働、地域の関係者との連携をつくっ

ていきたい。⇒「福祉教育に関わる方々のネットワークづくり」を重点目標の１つに

設定した。 

・関係者とのネットワークづくりを進めていく中で、地域住民と子どもたちの世代間交

流やボランティア活動など既存の活動がより良いものとなるよう推進していきたい

と考え「世代間交流やボランティア活動の推進」を２点目の重点目標に掲げた。 

 

【【分分科科会会３３】】  

◆テーマ「相談支援体制」 

◆参加者 平敬称略） 

No 氏名 ご所属 

1 小川 たまき 社会福祉法人愛恵会 五葉寮 主任生活相談員 

2 菊池 博昭 
医療法人楽山会（地域医療連携室（主任  

医療ソーシャルワーカー 

3 澤田 アキ子 市民後見人 

4 高橋 大輝 釜石広域基幹相談支援センター センター長 

5 栃澤 淳 社会福祉法人豊心会（相談支援事業所トーク（相談支援専門員 

6 豊間根 光司 
釜石・大槌地域障がい者就業・生活支援センターキックオフ（ 

センター長 

◆日程 

平1 回目） 

日時：令和 7 年 10 月 6日平月）18 時～20 時 会場：保健福祉センター9 階 研修室 

平2 回目） 

日時：令和 7 年 10 月 22 日平水）18 時～20 時 会場：保健福祉センター9 階研修室 

 

53 

企業への周知） 

ここれれままででのの  果果  

・広域社協平釜石・大槌）で毎年交互に「災害ボランティアセンター設置・運営訓練」を 

行っている。令和 5，6年度は協定を結んでいる東京都荒川区や愛知県東海市の社協の

方や市関係課、ボランティア団体などにも協力を得て取り組むことができた。 

残残さされれたた課課題題  平平第第３３期期活活動動計計画画にに繋繋げげたたいいこことと））  

・今後も研修訓練を通じて、日ごろから市担当課との繋がりを維持できるようにしたい。 

・担当職員だけでなく他部署の職員も含めて知見の共有、スキルアップを図りたい。 

・災害ＶＣの周知・啓発に着手できなかった。今後実施したい。 
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２２．．第第３３期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定にに向向けけたた質質的的調調査査平平分分科科会会））  

第 2 期活動計画に対する最終評価を経て浮かび上がってきた地域福祉課題をキーワ

ードごとに整理し、本計画の策定に向けて質的調査平以下「分科会」）を開催し、関係

者にご参集いただき意見聴取を行いました。下記に要点のみ記載します。 

【【分分科科会会１１】】  

◆テーマ「担い手・居場所」 

◆参加者 平敬称略・五十音順） 

Ｎｏ 氏名 ご所属 

1 浅沼 ツル子 釜石市行政連絡員平唐丹地区） 

2 有井 洋   社会福祉法人愛恵会 本部長 

3 太田 フジ江 釜石市ボランティア連絡協議会 会長 

4 小笠原 サキ子 
チームオレンジくりはし・栗林地区代表 

おとなりさん俱楽部理事、結の便利屋他 

5 佐藤 力 釜石市民生児童委員協議会 会長 中妻地域会議 議長 

6 佐藤 道子 甲子地区民生児童委員協議会 

7 中川 カヨ子 釜石市赤十字奉仕団 会長 

8 宮崎 敏子 おとなりさん倶楽部 理事長 

9 村上 貴美子 
南釜石地区主任児童委員 

不登校ひきこもりを考える釜石地区父母会 

10 吉田 洋子 小佐野地区民生児童委員協議会 

 

◆日程 

平1回目） 

日時：令和 7年 10月 2日平木）13時 30分～15時 30分 

会場：中妻公民館 

平2回目） 

日時：令和 7年 11月 4日平火）13時 30分～15時 30分 

会場：保健福祉センター9階研修室 

◆結果要旨 

平担い手について） 

・各団体が抱えている担い手不足の実情について情報交換を行った。 

・介護職員、町内会や民生委員、ボランティアに対する「大変そう」というイメージが

根付いていることなどを共有した。 
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・活動のやりがいやとある団体では若い世代の会員が増えたという事例も共有できた。 

・広い広報も大事だが、人柄を知るためには直接の声掛け、人が人を呼ぶことが大事。 

・活動の大切さを伝えたい。伝え方の工夫が必要。 

・若い世代の考え方、価値観を捉えて既存の方法、内容を見直す時期なのではないか。 

・活動内容を細かく分解して振り直していく作業が必要。 

・組織経営的な視点、ノウハウも必要になってくる。どのような工夫をしているのか勉

強会や情報交換会のような機会を設けることができないか。 

・人口減の中、担い手が増えるということではなく、「みんなに」関わってもらう、参

加しやすい環境づくりが大事なのでは。そのために既存の在り方を見直していく、と

いうポジティブな捉え方の方が良いのではないか、という意見から「“みんな”が参

加しやすい環境づくり」という表現で重点目標を掲げることとした。 

・住民が集い活動する場は多種多様だが、参加者の固定化、情報発信、担い手の負担感、 

活動継続の不安など課題の共通認識を図ることができた。 

・分野、団体に捉われず繋がることで情報交換や団体同士の連携が生まれるのでは。 

・自分たちにできること、やりたいこと、参加者に求められていること、といった視点

から活動の工夫をしていくことが必要ではないか、という意見から「分野・団体を越

えた連携による地域住民の集いの場・居場所づくりの活性化」という重点目標を掲げ

た。 

 

【【分分科科会会２２】】  

◆テーマ「福祉教育」 

◆参加者 

No 氏名 ご所属 

1 岡田 稜成 釜石市教育魅力化コーディネーター 

2 川﨑 秀樹 社会福祉法人楽水会アミーガはまゆり フロアマネージャー 

3 久保 修一 社会福祉法人清風会 あいぜんの里 副施設長 

4 寺田 恵美子 東釜石地区主任児童委員（釜石小学校地域コーディネーター 

5 港 隼也 社会福祉法人岩手徳栄会 三峯の杜 ユニットリーダー 

◆日程 

平1 回目） 

日時：令和 7 年 10 月 8日平水）18 時～20 時 会場：保健福祉センター9 階 研修室 

平２回目） 

日時：令和 7 年 10 月 31 日平金）18 時～20 時 会場：釜石社協 会議室 
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２２．．第第３３期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定にに向向けけたた質質的的調調査査平平分分科科会会））  

第 2 期活動計画に対する最終評価を経て浮かび上がってきた地域福祉課題をキーワ

ードごとに整理し、本計画の策定に向けて質的調査平以下「分科会」）を開催し、関係

者にご参集いただき意見聴取を行いました。下記に要点のみ記載します。 

【【分分科科会会１１】】  

◆テーマ「担い手・居場所」 

◆参加者 平敬称略・五十音順） 

Ｎｏ 氏名 ご所属 

1 浅沼 ツル子 釜石市行政連絡員平唐丹地区） 

2 有井 洋   社会福祉法人愛恵会 本部長 

3 太田 フジ江 釜石市ボランティア連絡協議会 会長 

4 小笠原 サキ子 
チームオレンジくりはし・栗林地区代表 

おとなりさん俱楽部理事、結の便利屋他 

5 佐藤 力 釜石市民生児童委員協議会 会長 中妻地域会議 議長 

6 佐藤 道子 甲子地区民生児童委員協議会 

7 中川 カヨ子 釜石市赤十字奉仕団 会長 

8 宮崎 敏子 おとなりさん倶楽部 理事長 

9 村上 貴美子 
南釜石地区主任児童委員 

不登校ひきこもりを考える釜石地区父母会 

10 吉田 洋子 小佐野地区民生児童委員協議会 

 

◆日程 

平1回目） 

日時：令和 7年 10月 2日平木）13時 30分～15時 30分 

会場：中妻公民館 

平2回目） 

日時：令和 7年 11月 4日平火）13時 30分～15時 30分 

会場：保健福祉センター9階研修室 

◆結果要旨 

平担い手について） 

・各団体が抱えている担い手不足の実情について情報交換を行った。 

・介護職員、町内会や民生委員、ボランティアに対する「大変そう」というイメージが

根付いていることなどを共有した。 
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◆結果要旨 

・市内の小中高等学校および地域での取り組みについて情報共有をした。 

・学校単位、法人単位の取り組みとなっているため、市内全域で見ると濃淡が生まれて

いること、担当者の属人的な取り組みになっている現状を共有した。 

・質の向上よりも、まずは取り組みの維持（・水準の均一化を図るため情報交換の機会を

つくりたい。 

・継続的に取り組むための職員体制の確保も課題となっている。 

・小中学校の統合も視野に入れながらプログラムの見直し、法人同士の協働も検討して

いく必要がある。 

・福祉教育をキッカケにして法人や団体を越えた協働、地域の関係者との連携をつくっ

ていきたい。⇒「福祉教育に関わる方々のネットワークづくり」を重点目標の１つに

設定した。 

・関係者とのネットワークづくりを進めていく中で、地域住民と子どもたちの世代間交

流やボランティア活動など既存の活動がより良いものとなるよう推進していきたい

と考え「世代間交流やボランティア活動の推進」を２点目の重点目標に掲げた。 

 

【【分分科科会会３３】】  

◆テーマ「相談支援体制」 

◆参加者 平敬称略） 

No 氏名 ご所属 

1 小川 たまき 社会福祉法人愛恵会 五葉寮 主任生活相談員 

2 菊池 博昭 
医療法人楽山会（地域医療連携室（主任  

医療ソーシャルワーカー 

3 澤田 アキ子 市民後見人 

4 高橋 大輝 釜石広域基幹相談支援センター センター長 

5 栃澤 淳 社会福祉法人豊心会（相談支援事業所トーク（相談支援専門員 

6 豊間根 光司 
釜石・大槌地域障がい者就業・生活支援センターキックオフ（ 

センター長 

◆日程 

平1 回目） 

日時：令和 7 年 10 月 6日平月）18 時～20 時 会場：保健福祉センター9 階 研修室 

平2 回目） 

日時：令和 7 年 10 月 22 日平水）18 時～20 時 会場：保健福祉センター9 階研修室 
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るところによる。 

平意見の聴取等） 

第 7 条 委員会は、会議の運営上必要があると認めたときは、関係者の出席を求め、

説明及び意見を聞くことができる。 

平委員の任期） 

第 8条 委員の任期は、地域福祉活動計画が策定されたときをもって終了する。 

平庶務） 

第 9条 委員会の庶務は、社会福祉協議会地域福祉課で処理する。 

平その他） 

第 10条 この要綱の定めのない事項については、本会会長が別に定める 

附  則 

この要綱は、成 28年 7月 1日から施行する。 

 

平平２２））地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定委委員員  

第３期釜石市地域福祉活動計画策定委員名簿 平敬称略・五十音順） 

NNoo  氏氏名名  ごご所所属属  

1 有井 洋  社会福祉法人愛恵会 本部長 

2 太田 フジ江 釜石市ボランティア連絡協議会 会長 

3 栗澤 厚博 釜石市保健福祉部 地域福祉課 課長 

4 佐藤 力 釜石市民生児童委員協議会 会長 

5 寺田 恵美子 東釜石地区民生児童委員協議会 主任児童委員 

6 栃澤 淳 
社会福祉法人豊心会 相談支援事業所トーク  

相談支援専門員 

 

２２．．本本計計画画策策定定ままででのの経経過過  

時時期期  取取りり組組みみ  内内容容  

令和 7年 

8月 18日 

第 1回策定委員会 活動計画策定委員会の設置 

策定計画、調査概要の協議 

8月～9月 第 2期活動計画最終評価 最終評価取りまとめ・分析 

10月～11月 分科会 第 3期活動計画策定に向けた調査 

11月～12月 事務局作業 調査のまとめ、分析作業 

12月 16日 第 2回策定委員会 調査結果報告、推進目標の検討 

12月～ 事務局作業 活動計画素案の作  

るところによる。 

（意見の聴取等） 

第 7 条 委員会は、会議の運営上必要があると認めたときは、関係者の出席を求め、

説明及び意見を聞くことができる。 

（委員の任期） 

第 8 条 委員の任期は、地域福祉活動計画が策定されたときをもって終了する。 

（庶務） 

第 9 条 委員会の庶務は、社会福祉協議会地域福祉課で処理する。 

（その他） 

第 10 条 この要綱の定めのない事項については、本会会長が別に定める 

附  則 

この要綱は、平成 28 年 7 月 1 日から施行する。 

 

（（２２））地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定委委員員  

第３期釜石市地域福祉活動計画策定委員名簿 （敬称略・五十音順） 

NNoo  氏氏名名  ごご所所属属  

1 有井 洋成 社会福祉法人愛恵会 本部長 

2 太田 フジ江 釜石市ボランティア連絡協議会 会長 

3 栗澤 厚博 釜石市保健福祉部 地域福祉課 課長 

4 佐藤 力 釜石市民生児童委員協議会 会長 

5 寺田 恵美子 東釜石地区民生児童委員協議会 主任児童委員 

6 栃澤 淳 
社会福祉法人豊心会 相談支援事業所トーク  

相談支援専門員 

 

  

  

  

  

  

  
策定委員会の様子 
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◆結果要旨 

・制度の狭間の問題平制度の仕組み上、制度が使えない方の対応）や身寄りのない高齢

者・障がい者の身元保証や死後の手続きなどの課題、中間的就労の資源が乏しい、と

いった様々な対応が難しい地域福祉課題について共有を図った。 

・「問題を解消していくことは容易ではないが、支援者同士が繋がり連携して取り組む

体制を構築することが重要なのではないか」という想いで一致し、“相談支援を行う

支援者の連携体制づくり”に着目することとなった。 

・介護と医療の連携、同じ領域内での連携は着実に進んできているが、介護と障がい、

障がいと児童、福祉と教育など分野・領域を超えた連携が薄いのではないかという課

題が浮かび上がった。 

・「分野・領域を越えた関係者のネットワークづくり」を重点目標の 1 つに掲げた。ま

た、地域住民が早期相談につながるために加えて、支援者同士が繋がるためにも情報

発信や啓発活動が大切であるとして、「相談窓口の周知や啓発活動を強化」という 2

つ目の重点目標を設定した。 

・職員が関係機関との連携の意識を持っていないと進まないので、職員同士が学び、広

めるということをポイントにした。 

・関係者のネットワークづくりの具体的な機会については、既存の仕組みや現在進めら

れている重層的支援体制整備事業(p63)や地域包括ケアシステムの関連の行政の動きを

確認する必要があるとの意見から行政とも相談して検討することとなった。 
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１１．．第第３３期期釜釜石石市市地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定委委員員会会  

平平１１））地地域域福福祉祉活活動動計計画画策策定定委委員員会会設設置置要要綱綱  

平目  的） 

第 1条 この要綱は、地域福祉活動計画策定委員会平以下「委員会」という。）の設置

及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

平委員会の設置） 

第 2条 地域福祉活動計画策定のため、会長の諮問機関として委員会を置く。 

平委員の役割） 

第 3 条 委員会は、社会福祉法人釜石市社会福祉協議会会長からの諮問事項について

審議する。 

平1）地域福祉活動計画の策定 

平2）その他、計画策定のために必要な事項 

平委員の構 ） 

第 4条 委員会の委員は、次に掲げる者の中から 10名以内をもって構 し会長が委嘱

する。 

平1）福祉団体を代表する者、又はその関係者 

平2）社会福祉施設を代表する者、又はその関係者 

平3）保健福祉・医療機関を代表する者、又はその関係者 

平4）町内会長又は自治会長 

平5）民生委員・児童委員 

平6）当事者団体の代表者又はその関係者 

平7）学識経験者 

平8）行政関係者 

平9）前の各号に掲げる者のほか社協会長が必要と認めるもの 

平委員長及び副委員長） 

第 5条 委員会に委員長及び副委員長それぞれ 1名を置く。 

2 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

3 委員長は、委員会を代表し、その会議の議長となる。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理す

る。 

平委員会の会議） 

第 6条 委員会は、会長が招集する。 

2 委員会は委員総数の 3分の 2以上の出席がなければ、これを開き決定する事

ができない。 

3 会議の議事は委員総数の過半数で決定し、可否同数のときは、委員長の決す

58 
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るとこࢁによる。

平意見の⫈取等）

➨ 7 ᮲ 委員会ࡣ、会議の㐠Ⴀ上ᚲせが࠶るとㄆめたときࡣ、関係⪅の出ᖍをồめ、

ㄝ᫂及ࡧ意見を⪺くことができる。

平委員の௵期）

➨ 8᮲ 委員の௵期ࡣ、地域福祉活動ィ⏬が⟇ᐃされたときをもって⤊஢する。

平ᗢົ）

➨ 9᮲ 委員会のᗢົࡣ、社会福祉協議会地域福祉ㄢでฎ⌮する。

平その௚）

➨ 10᮲ このせ⥘のᐃめのない事㡯についてࡣ、ᮏ会会㛗がูにᐃめる

㝃  ๎

このせ⥘ࡣ、ᖹ 28ᖺ 7᭶ 1᪥から᪋⾜する。

平㸰）地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃ委員

➨㸱期㔩▼ᕷ地域福祉活動ィ⏬⟇ᐃ委員ྡ⡙ 平ᩗ⛠␎・஬༑㡢㡰）

No Ặྡ ᡤᒓࡈ

1 ᭷஭ ὒ 社会福祉法人ឡᜨ会 ᮏ㒊㛗

2 ኴ⏣ Ụࢪࣇ 㔩▼ᕷボランティア連⤡協議会 会㛗

3 ᰩ⃝ ཌ༤ 㔩▼ᕷಖ೺福祉㒊 地域福祉ㄢ ㄢ㛗

4 బ⸨ 力 㔩▼ᕷ民生児童委員協議会 会㛗

5 ᑎ⏣ ᜨ⨾Ꮚ ᮾ㔩▼地༊民生児童委員協議会 主௵児童委員

6 ᰣ⃝ ῟
社会福祉法人㇏心会 ┦ㄯ支援事業ᡤトーࢡ

┦ㄯ支援ᑓ㛛員

㸰㸬ᮏィ⏬⟇ᐃまでの⤒㐣

᫬期 取り組み 内容

௧࿴ 7ᖺ

8᭶ 18᪥

➨ 1ᅇ⟇ᐃ委員会 活動ィ⏬⟇ᐃ委員会のタ⨨

⟇ᐃィ⏬、ㄪᰝᴫせの協議

8᭶㹼9᭶ ➨ 2期活動ィ⏬᭱⤊ホ౯ ᭱⤊ホ౯取りまとめ・分ᯒ

10᭶㹼11᭶ 分⛉会 ➨ 3期活動ィ⏬⟇ᐃに向けたㄪᰝ

11᭶㹼12᭶ 事ົᒁస業 ㄪᰝのまとめ、分ᯒస業

12᭶ 16᪥ ➨ 2ᅇ⟇ᐃ委員会 ㄪᰝ⤖ᯝ報࿌、᥎㐍目標の᳨ウ

12᭶㹼 事ົᒁస業 活動ィ⏬⣲᱌のస 

るところによる。

（意見の聴取等）

第 7 条 委員会は、会議の運営上必要があると認めたときは、関係者の出席を求め、

説明及び意見を聞くことができる。

（委員の任期）

第 8条 委員の任期は、地域福祉活動計画が策定されたときをもって終了する。

（庶務）

第 9条 委員会の庶務は、社会福祉協議会地域福祉課で処理する。

（その他）

第 10 条 この要綱の定めのない事項については、本会会長が別に定める

附  則

この要綱は、平成 28 年 7 月 1 日から施行する。

（２）地域福祉活動計画策定委員

第３期釜石市地域福祉活動計画策定委員名簿 （敬称略・五十音順）

No 氏名 ご所属

1 有井 洋成 社会福祉法人愛恵会 本部長

2 太田 フジ江 釜石市ボランティア連絡協議会 会長

3 栗澤 厚博 釜石市保健福祉部 地域福祉課 課長

4 佐藤 力 釜石市民生児童委員協議会 会長

5 寺田 恵美子 東釜石地区民生児童委員協議会 主任児童委員

6 栃澤 淳
社会福祉法人豊心会 相談支援事業所トーク

相談支援専門員

策定委員会の様子
策定委員会の様子
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௧࿴ 8ᖺ 1᭶

2᭶ 24᪥ ➨ 3ᅇ⟇ᐃ委員会 ⣲᱌の᭱⤊☜ㄆ

同᭶ コメントࢡリッࣈࣃ コメントの募集と対ᛂࢡリッࣈࣃ

3᭶
事ົᒁస業 㔩▼社協会㛗への⟅⏦

〇ᮏస業

4᭶ 活動ィ⏬の᪋⾜

㔩▼社協Ύ㔝会㛗への⟅⏦平㹐8.3.30）

⟇ᐃ委員会の様Ꮚ

64

すでにุ᩿⬟力がపୗしているሙྜ฼⏝するࠕ法ᐃᚋ見ไᗘ とุ᩿ࠖ⬟力の࠶るうちに

ᑗ᮶にഛえてዎ⣙を⤖んで࠾くࠕ௵意ᚋ見ไᗘࠖの 2つの௙組みが࠶ります。

【 ᖺᚋ見センター】

㔩▼ᕷ・㐲㔝ᕷ・኱ᵔ町から委クをཷけて㔩▼社協が㔩▼・㐲㔝地域 ᖺᚋ見センタ

ーを㐠Ⴀしています。 ᖺᚋ見ไᗘについての┦ㄯ対ᛂやไᗘ฼⏝の支援、ᕷ民ᚋ見人

の育 及ࡧ活動支援、ไᗘの普及啓発に係る事業を⾜っています。

【ࢪー࣒࢜ࣞンࢳ】

඲ᅜのᕷ༊町ᮧが主体となり、地域住民や関係機関、団体に対してㄆ▱⑕へのṇしい

⌮ゎを広め、地域でㄆ▱⑕の人やᐙ᪘を かく見Ᏺる࣏ࢧࠕーターࠖを㣴 することを

目的としたࠕㄆ▱⑕࣏ࢧーター㣴 講座ࠖが㛗ᖺ開催されてきました。その活動をさら

に一Ṍ前㐍さࡏ、ㄆ▱⑕の人の参加もಁしながらㄆ▱⑕࣏ࢧーターがࢳー࣒を組み、ㄆ

▱⑕の人やᐙ᪘の（ࠕᅔりࡈとࠖやࠕやりたいことࠖを支援する取り組みㄆ▱⑕࣏ࢧータ

ーを⤖ࡧつける“ࢳー࣒ の͇⤖ をᕷ内でࡣ 4地༊平㬼住ᒃ・ᑠబ㔝・၈୹・ᰩᶫ地༊）

で発㊊し、地域のᐇ情にྜࡏࢃた活動をしています。ࣞ࢜ࠕンࡣ࢙ࠖࣇ࢝ࢪㄆ▱⑕のᙜ

事⪅も参加しやすい㓄៖や環境づくりがなされたᒃሙᡤとして⾜ࢃれています。

【通ᡤᆺࢧーࢫࣅ㹀】

生活支援体ไᩚഛ事業の取り組みの୰で生まれた住民主体の通ᡤᆺࢧーࢫࣅ平通いの

ሙ）です。せ支援 1及ࡧ 2の方、⥲ྜ事業対㇟⪅に対して、ࢣアࣉラン平どのようなࢧ

ーࢫࣅをどのくらい฼⏝するかをỴめたィ⏬᭩）にᇶづき、ᕷに事業Ⓩ㘓した住民主体

の団体がࢧーࢫࣅを提供しています。

【ᙜ事⪅会・ᐙ᪘会】

共通のㄢ㢟やテー࣐をᢪえた方同士が集い、࠾஫いにẼ持ちを分かち࠶うሙとして

様ࠎな活動が࠶ります。平例㸸ひきこもりᙜ事⪅会、᩿㓇会など）ᙜ事⪅同士ࡔからこ

そヰࡏるᝎみが࠶ったり、ᚓられる情報も࠶ります。地域に多様なᒃሙᡤが生まれてい

くことが኱ษです。

【᪥ᖖ生活自立支援事業】

ㄆ▱⑕㧗㱋⪅、▱的㞀がい⪅、⢭⚄㞀がい⪅等のうちุ᩿⬟力が୙༑分な方が地域に

の฼⏝援助ࢫࣅーࢧいて自立した生活を㏦れるよう、฼⏝⪅とのዎ⣙にᇶづき、福祉࠾

を⾜う事業です。

２㸬本計画策定ࡲでの⤒㐣

᫬期 取ࡳ⤌ࡾ ෆᐜ

௧࿴ 7年

8 月 18 日

第 1ᅇ策定委員会 活動計画策定委員会のタ⨨

策定計画、ㄪᰝᴫ要の協議

8月㹼9月 第 2期活動計画᭱終ホ౯ ᭱終ホ౯取ࡲࡾとめ・ศᯒ

10 月㹼11 月 ศ⛉会 第 3期活動計画策定にྥࡅたㄪᰝ

11 月㹼12 月 事務ᒁస業 ㄪᰝのࡲとめ、ศᯒస業

12 月 16 日 第 2ᅇ策定委員会 ㄪᰝ⤖ᯝሗ࿌、᥎㐍┠ᶆの᳨ウ

12 月㹼

௧࿴ 8年 1 月

事務ᒁస業

活動計画⣲᱌のస成

2月 24 日 第 3ᅇ策定委員会 ⣲᱌の᭱終☜認

ྠ月 ント࣓ࢥクࢵࣜࣈࣃ ントのເ㞟とᑐᛂ࣓ࢥクࢵࣜࣈࣃ

3月

事務ᒁస業 釜石社協会長࡬の⟅⏦

〇本స業

4月 活動計画の施行

釜石社協Ύ㔝会長࡬の⟅⏦（㹐8.3.30）

釜石社協清野会長への答申（Ｒ 8.3.30）
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３３．．用用語語解解説説  

【アウトリーチ】 

直訳すると「手を差し伸べる」という意味で、福祉（・医療などの分野では、支援が必

要であるにもかかわらず自発的に支援を求めない、あるいは求められない状況にある方

に対して、支援者側が積極的に訪問することを通じて必要な支援を提供することを意味

します。 

 

【アウトリーチ等を通じた継続的支援事業】 

長期にわたりひきこもりの状態にあるなどして必要な支援が届いていない方やその

家族を対象に訪問を通じた支援を行う事業です。本人と直接関わるための信頼関係の構

築や、本人・家族のつながりづくりに向けた支援を行います。 

 

【学童育 クラブ】 

保護者等が昼間、就労等で自宅にいないご家庭の小学生を対象に、放課後に適切な遊

びや生活の場を提供し、児童の健全育 を図る事業です。 

 

【学校地域コーディネーター】 

学校教育活動平教育課程内支援・教育課程外支援）への教育支援人材や教育プログラ

ム等の導入にあたり、学校と教育支援人材、あるいは教育支援人材間の連絡調整などを

行い、実質的な運営を担う地域人材のことです。 

 

【くらし・しごと相談所】 

生活困窮者自立支援法に基づき、釜石市の委託を受けて釜石社協が実施している相談

支援事業の名称。仕事の悩みや金銭の悩みなど、地域住民が抱える多様な困りごとにつ

いて、総合的な相談に応じ、適切な支援を行っています。 

 

【こども食堂】 

元々は生活に窮した状況にある子ども平および子育て世帯）の食支援を中心に行われ、

全国的に広まった活動です。市内においては食を通じた地域交流、子どもたちのふれあ

いの場づくりを目的として、多様な団体が地域ごとの実情に合わせて取り組んでいます。

ひとり親家庭への支援の一環としては別な取り組み平フードパントリー）が行われてい

ます。 

 

【サロン活動】 

地域住民の集いの場として行われている活動を指します。内容は茶話会、軽体操やレ
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クリエーションなど団体ごとに多様な活動が行われています。地域の顔の見える関係づ

くり、生きがい・居場所づくりとして大切な活動です。 

 

【児童館】 

18 歳未満の全ての子どもが利用でき、自由に来館し安心して過ごせる子どもの居場

所のための施設です。市内では上中島・唐丹・鵜住居・栗橋地区に設置されています。

子どもたちが集い楽しく過ごす様々な取り組みが行われています。 

 

【児童健全育 】 

子供や青少年が心身ともに健康で、社会性や豊かな人間性を持って自立できることを

目指して行われる様々な活動を指します。本計画では児童館の取り組みや地域での世代

間交流、学校での福祉教育や子どもたちが関わるボランティア活動などを指しています。 

 

【社会資源】 

社会福祉の援助過程でニーズ平福祉的な課題・需要）を充足するために用いられる有

形無形の資源を指します。制度、機関、人材、資金、技術、知識の他、住民個人・団体

の活動、スーパーや民間企業の取り組み、人々の関わり合いやつながり平友人知人との

良好な関係性、ご近所つきあい）など多様なものが社会資源と呼ばれます。 

 

【重層的支援体制整備事業】 

市町村において、地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する断らない包括的

な支援体制を整備するため、①相談支援平包括的相談支援事業、多機関協働事業、アウ

トリーチ等を通じた継続的支援事業）、②参加支援事業、③地域づくり事業を一体的に

実施する事業です。このうち釜石社協では「アウトリーチ等を通じた継続的支援事業」

を受託しています。 

 

【生活支援コーディネーター】 

高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことを目的とし、地域におい

て、生活支援・介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果た

します。釜石市から釜石社協が委託を受けて 4名配置され、地域の実情の合わせた多様

な活動をしています。 

 

【 年後見制度】 

認知症や障がいなどがあることで、日常生活で困りごとや心配事が起きることがあり

ます。その方たちが自分らしく安心して暮らせるよう、本人の気持ちを大切にし、生活

や財産を守る、契約を行うなど、法的に様々な支援を行う制度です。 年後見制度には、
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３３．．用用語語解解説説  

【アウトリーチ】 

直訳すると「手を差し伸べる」という意味で、福祉（・医療などの分野では、支援が必

要であるにもかかわらず自発的に支援を求めない、あるいは求められない状況にある方

に対して、支援者側が積極的に訪問することを通じて必要な支援を提供することを意味

します。 

 

【アウトリーチ等を通じた継続的支援事業】 

長期にわたりひきこもりの状態にあるなどして必要な支援が届いていない方やその

家族を対象に訪問を通じた支援を行う事業です。本人と直接関わるための信頼関係の構

築や、本人・家族のつながりづくりに向けた支援を行います。 

 

【学童育 クラブ】 

保護者等が昼間、就労等で自宅にいないご家庭の小学生を対象に、放課後に適切な遊

びや生活の場を提供し、児童の健全育 を図る事業です。 

 

【学校地域コーディネーター】 

学校教育活動平教育課程内支援・教育課程外支援）への教育支援人材や教育プログラ

ム等の導入にあたり、学校と教育支援人材、あるいは教育支援人材間の連絡調整などを

行い、実質的な運営を担う地域人材のことです。 

 

【くらし・しごと相談所】 

生活困窮者自立支援法に基づき、釜石市の委託を受けて釜石社協が実施している相談

支援事業の名称。仕事の悩みや金銭の悩みなど、地域住民が抱える多様な困りごとにつ

いて、総合的な相談に応じ、適切な支援を行っています。 

 

【こども食堂】 

元々は生活に窮した状況にある子ども平および子育て世帯）の食支援を中心に行われ、

全国的に広まった活動です。市内においては食を通じた地域交流、子どもたちのふれあ

いの場づくりを目的として、多様な団体が地域ごとの実情に合わせて取り組んでいます。

ひとり親家庭への支援の一環としては別な取り組み平フードパントリー）が行われてい

ます。 

 

【サロン活動】 

地域住民の集いの場として行われている活動を指します。内容は茶話会、軽体操やレ
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すでに判断能力が低下している場合利用する「法定後見制度」と判断能力のあるうちに

将来に備えて契約を結んでおく「任意後見制度」の 2つの仕組みがあります。 

 

【 年後見センター】 

 釜石市・遠野市・大槌町から委託を受けて釜石社協が釜石・遠野地域 年後見センタ

ーを運営しています。 年後見制度についての相談対応や制度利用の支援、市民後見人

の育 及び活動支援、制度の普及啓発に係る事業を行っています。 

 

【チームオレンジ】 

全国の市区町村が主体となり、地域住民や関係機関、団体に対して認知症への正しい

理解を広め、地域で認知症の人や家族を温かく見守る「サポーター」を養 することを

目的とした「認知症サポーター養 講座」が長年開催されてきました。その活動をさら

に一歩前進させ、認知症の人の参加も促しながら認知症サポーターがチームを組み、認

知症の人や家族の（「困りごと」や「やりたいこと」を支援する取り組み認知症サポータ

ーを結びつける（“チーム”の結 を市内では 4地区平鵜住居・小佐野・唐丹・栗橋地区）

で発足し、地域の実情に合わせた活動をしています。「オレンジカフェ」は認知症の当

事者も参加しやすい配慮や環境づくりがなされた居場所として行われています。 

 

【通所型サービスＢ】 

生活支援体制整備事業の取り組みの中で生まれた住民主体の通所型サービス平通いの

場）です。要支援 1及び 2の方、総合事業対象者に対して、ケアプラン平どのようなサ

ービスをどのくらい利用するかを決めた計画書）に基づき、市に事業登録した住民主体

の団体がサービスを提供しています。 

 

【当事者会・家族会】 

共通の課題やテーマを抱えた方同士が集い、お互いに気持ちを分かちあう場として

様々な活動があります。平例：ひきこもり当事者会、断酒会など）当事者同士だからこ

そ話せる悩みがあったり、得られる情報もあります。地域に多様な居場所が生まれてい

くことが大切です。 

 

【日常生活自立支援事業】 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち判断能力が不十分な方が地域に

おいて自立した生活を送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスの利用援助

を行う事業です。 
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【ニーズ】 

解決が必要な生活課題を指します。個人、世帯、コミュニティと対象も異なります。

本人が気づいていない平認めていない）ニーズも存在し、適切な支援を進めるためには

正確にニーズを捉えることが大切です。 

 

【100歳体操】 

 高知県発祥で全国的に広まっている軽体操です。椅子に座ってゆっくりとした動作に

より適度な負荷をかけて行う運動で、DVDを視聴しながら行うため講師が要らず、集会

所などを拠点にした住民の自主活動グループを立ち上げ活動しています。市内では、お

よそ 50か所で活動が行われています。 

 

【福祉教育】 

多様性への理解、支え合いといった福祉観の醸 、福祉啓発など地域共生社会の実現

を目指して体験学習や講座を行う取り組みです。市内では主に小中高等学校において社

会福祉法人が中心となって行われています。子どもたちだけでなく、大人も含めて生涯

学習の視点で行われる多世代交流や多文化共生等の取り組みも含まれます。 

 

【福祉まつり】 

かつて障がい者の社会参加、福祉の向上を目的として開催されたもので、現在は障が

いの有無や属性などを越えて、市民が交流する楽しい“ふれあいの場”を設けることに

より、人々の多様性の理解を広め、お互いに支え合うことを確認し、「誰もがともに楽

しめるまちづくり」を推進することを目的に開催している取り組みです。 

 

【ボランティアセンター】 

様々な課題の解決のために人手を必要としている方平個人・団体問わず生活支援ニー

ズやイベント運営など内容は多岐にわたる）と「ボランティア活動をしたい」と考えて

いる方とをつなぐ橋渡し役の機能を果たします。また、ボランティア振興に資する企画

運営を行うこともあります。また、災害時には被災者支援のために「災害ボランティア

センター」を設置・運営します。 
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